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日本雪氷学会北海道支部規細   

井1乗 車支那は日本雪氷学食北海道支部と称し、事務所を札幌忙おく。  

算2 東 本支部は8本雪氷学会定款第l集の目的を達成ナる為忙下記の手業を行う。  

1．雪氷かょび寒冷忙関ナる調査及び研究。  

乱 雪氷封よ拶寒冷紀聞ず品柄梵染、講商会、座談会、見学会⑳開催傲  

さ．その他本支部の目的達成慣必要な事業。  

暮3 集 本支部の金員は北麓適地方在住の日本雪氷学会正金Å、団体金員、賛助会員少よび名誉会員と  

する。  

第 4乗 車支部忙次の役且モーく。  

東部最  玉 名  

支那理事 若干名（内支軸方理事若干名を含む）  

東棟査  2 名  

支邸幹事 若干名（内僻事長1名）  

第5 粂 支部長、文節理事お上び支部監査は支部緒会忙おいて支部会員の中から選任ナる。  

第6 条 文部幹事く絆せ長を含む）は支部会長のうちから支部長が委嘱する。  
第 7 条 文部長は本支部を代表しその会務を総理する。  

蕗巷条 豪邸理事睦、東部狸手金を組敬し重義詮事項塗敵意する徴 

支部理事会の議長は支部長とする。  

第 9 粂 支部監査欄支部の会計竜監適する。  

第lO条 支部幹事は支部幹事会履組牧し、支那長の指示を受けて、会務並び忙会計を処理する。  

算11集 後見の任舶1ケ年とする。ただし再任を妨げない。  

雛l壬集 本文髄に脚t■くことがで書る。  

第13条 顧問吐必要忙応じて本支部の指導にあたる。顧問は理事会の議決を経て支部長がこれを委嘱す  

盈や  

算1中条 本支部は毎年1国定船台を開く外必辛に応じ臨時総会を開く。  

第1与集 櫛会忙おいては下配車項の承認塵受けなけれはならない。  

l．鎧総並詳拓哉計◎報告  

2．新年度の事業方針  

3．役員の決定  

●．規約¢責更  

諷 密◎飽垂凛亀尊顔  

薫16集 本文帝の経費は下記の収入忙よってこれをtかなう。  

軋：封辞蕊劾診究紺金  

急．寄際会そ㊥地  

震l一条 本支部の事業年度は毎年4月よ♪豊年3月tでとする。  

相 即 本規約は昭和34年5月18日エ♪施行ナる。  

昭和S3年6月8日改正   



1G・S 84Sapporoについて  

蔓普終 末下 誠一  

薗常軌く学令（InternationalGlaciologicalSociety＝IGS）ヒ日本野水官針ヒ椚貴腐で、榊ロ  

5う卑り閂う～り臥礼綬z瑠幣シシ爪○ジウム那珂p＼机き召．このことl言動こ乾名Z、’蓋  
ラ茫乱搾れ硝買付互きれましたし、ス、為政の1’馴く”㌃45愚才l葛娼鋸旨斗う目名の  
解ページにU真苗什プ机7プ小）ま可。牽項五千軌二言′しきす。  

シンJ’；ジウムの局郷 symposiumonSnowandIceProcessesattheEarthLssurface  

倉．朝 メ紬5絹－？司ろ臼（閂）〟り日（愈）  
針偽 仏教温厚乾草合食飽  

シンポジウム頗萌 研究査長  

泉斤－（盈痴・剰各）  

晩学（帝匡は弘大低盈稀）  

賂押分  

そ要子一マ！）留水面にあ17ち啓咳・終夜頗  

2）轡氷に錮ち陶里杓・化学的碩凰経（啓の蟄隠，あ啓．為氷，ふ  

ぶき、把鰹凌盈者）  
う）大須中の留の孝噺（把ふ15；き．仔だれ、東歌此）  

み）都くの如きと皆の影響  

み刀□子哲人車 外国人 川0人（7メリ刀・刀ナダ・ノギリス・ソ遼・甲笥・ノ  

ールウ工－・1壬一子－ン・スイス茎侍丁萄）  

日本人  50人  

卵く学倉本軍Zuは、二の句常シシホタジウム渡雷のにのの機鋒尋針巨作り、泣く露  
和邑岡嶋すち子監Z、、けあります郡、礼線z滴下＼れちはエ、考番徒弟温習呼p†髪結の申  
lじ・と仔らjdち邑拷ま亡ん。日本の馴く掌，督氷撒府の中心・け江藤温z、、す。密I二ぜ黎の   

・  

姦  

脅紅顔痴麻藍、液晶、婦人10ロブ“ラム′鞘務、腰竣週給の烏掛雛きの、泣く桑豹  
ロ、  

。宣  
鮎一的莱牙であります。工なS鈎SるPPOY℃や噌うーく官公妻野合軌ニJl）萌功裾に  
襲路されちよう・じ、冊ら卵蕗レま尋．  
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一日本雪氷学会北海道支部一  

昭和57年度研究発表会講演要旨  

北海道支部の研究発表会が、昭和57年6月10日、札幌市教育文化会館にて開催された。発表件数は、  

前年産の9件から14件と大幅に増加した。話題はすぺて寒さと雪に関連し、北海道の生活にかかわりが  

深いものであった0約70名の参加者を得、終始活発な討論がおこなわれた。  

美・う（・井．糖★・償・美 

日 時 昭和57年6月10日（木）10：10～16：30   

場 所 札幌市教育文化会館い大研修室  
プログラム   

午前の部 10：10～12：00   座長 遠 藤 辰 雄  

1・落葉広葉樹の休眠芽の芽勝と寒さ・乾燥との対応について  

斎 藤 新一郎（道立林業試験所）  

3  

4  

5  

6  

7   

2・雪腐小粒菌核病菌Typhllaspp．の生態的地位の分化と気象要因  

松 本 直 幸・但 見 明 俊（北海道農業試験場）  
3・大型垂直風洞による人工降雪実験（第2報）  

高 橋 庸 哉・井 上   力・伊 藤 由 幸（札幌市青少年科学館）  

4．手稲山の雪崩遭難事故  

清‘水   弘・遠 藤 八十一（北大低温研）  

5・札幌市の給水装置における凍結件数の推定について  

金 子  佑（札幌市水道局）  

午後の部 13：00～14：30   座長 小野寺 弘 道  

6．多雪地域における地上最大横雪重量の検討  

桜 井 修 次（北海学園大）・城  攻・柴 田 拓 二（北大・工）  
7．住宅の無落雪屋根について  

藤 村 成 夫（道立寒地建築研）  

8．低温領域（0℃付近）の着雪発達の確認実験について  

山 岡   勝・小 林 裕 一（北電技研）  
浅 井 修 一（北電）・若 浜 五 郎（北大低海研）  

9∴地吹雪に関する野外模型実験 一防雪林と切土地形に関して－  

金 田 安 弘・植 松 孝 彦（気象協会道本部）  

片 山   修・斎 藤 輝 男（道路公団札幌建設局）  
14：45～16：30 ㌔ 座長 石 本 敬 志  

10．冬期の川の流出について  

本 山 秀 明・小 島 賢 治・小 林 大 二（北大低塩研）  
11．吹溜り現象の相似則について  

安 漢  葦（開発局建設機械工作所）  

12．着雪現象の模型実験について  

安 漢  豊（開発局建設機械工作所）  

13．模型雪による屋上横雪の風洞模型実験  

その1．活性白土と道工大風洞装置の相似則  

苫米地 司・遠 藤 明 久（北海道工大）  

14．模型雪による屋上積雪の風洞模型実験  

その2．3つの屋根形の堆積の定性的性状  

遠 藤 明 久・苫米地 司（北海道工大）  
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郷束樹の休醗酵の芽鱗と寒せ・乾燥との対応について  

秦藤新一閉（北海組立林栄城験場）  

冷温帝托生育してL〉急落費広食掛の休眠斉〔冬芽）え観察すうとノ休眠芽（の泉妹  

）麦ちっむ穿鱗には′膚々の形患のものがあることがわかる。そしてノ 乙れうの多凝  

な穿鱗の形態は′地史における東條の衆愚と関係があると考えうれう。   

液肥穿にはノ埠温帯におf）ても′裸出〔帯解）のものと′有線のるのとがある．そ  

して′薯鱗斉の穿鱗の髭辣に～ま′耗葉超凍の壱の（蝕p“i即占Ca／eβ）と′菜身・賓柄超  

凍の竜の（Le埠β血85）とがある。   

矢然廉かうみうと′磯庶務が有麟穿よつも低感度飽かこ隈う敵うわけでは黎く′  

紳斗内の属やノ同属何の摩の分布が渡の場合もみられう。それゆえ′穿鱗の磯絶は防  
寒にあるとはL）し）がたL）。裸出芽及もつ島木はノ生育地左みると′沢治‘）彪のような  

遅滞∵務風塵宰隈うれて，香しノ低木の生育地竜泉友のようぎ週計弱虜撫でぁう㌘  
斉鱗左除かれるとノ錬紀斉の本体は′客動乙ば耐えうが′乾煉はば耐えうれす；防乾  

こそが穿鱒のオユの燦飴とみられる 

Le坤βCa～e∂の腐食にはノ黄身や賓柄が掛れて努終にぜったものであク′爾寮  

時にはその移行啓がみらルう．蝕p払出r∫Caと¢∂の場合≠椅∴外側や斉藤拍凛身え知）  
た発寒だけ（賓身の温此）であク′ 内側のぞれば寮身と敗になった菰蔑である。   

広葉樹の落葉他の起源左′盛衰睾おける免條の変慶のうう′蓼冷気侯の出喫よりる′  

範横風候への応イヒ（適応）とみ笥なうばヂ）それ蓮町稔れたのはノイ申穿かう麻縄穿へ  

のノそして′ノ裸出催眠芽ガ、う有鱗休眠穿への鹿北であった′とL）うことがでモる。  

気 温  暑  暖  涼  客  

乳膚帝  熱帯 碑轡   8鮎岩輝   ン㊤諺輝   度賞辞   寮帝  

森 ノ統   御搬   難敵  蕗衆尉枕 低新城弥駄 ツンドラ  

御車為永  脚汰  紫野良太  常緑一倣  

（落葉駄）  落葉高木  榔木ナ蕗劉＼低太  
生活形  

常感性 大乗  照糞  便発  射棄  

蕗普性  大濠  中家  ′jヾ案  

葉の形態  

斉敬弔患   僻穿  倣8餅磯） 樽（磯）  

森 厳   締約線  的掃射練 サバナ  乾荒唐殉濱）  

乾 湿  多混   濁  繁  藤乾  

／ヂβ／‥努煩への適応lとタ要地の戯大の生活形．雪氷βタ名大全盛輝子   ユ）斎藤新一群  

薇食ノウ．知．  

2）AxELROP′D・エリノア占£′：0rf紳∂fdec品示加わ凋野郎混流壷如押通   

伽85士s．Eレ赤誠亙∴投／トノタ．  
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雪庖－ト審首級義画地spp・の鐘態紳姥億〃蕎化L気象琴南  

紘呑壷孝、づ旦乳明胤（や発泡医試）  

雪鹿島函l｝廟雪Fで芳郎ち5という層殊み生態的雄性モ確定し毘～磨りあ原蔚γ弟  

う。頑雪盲り浸食i；昏定㍗－ し勺、も北海温のよう各牧夫アP鼠顆綿挽く9頒曹71才き  

左、僅の高風直しり霞孝寄やlうt LTあく、宿主礎幼も嶺雪盲甘け！きこんで堰かしるい  

こぃう点丁乙肇乳で萌さ。この才う鞄環痩芹で個々り雪慮最強の生態的控か7汲々柁  

命イ亡し、喝攣由一＝凋隠あ生息域斡と扇勧た刹珂してしへさ。ニことな雷魚′卜髄蓼薇あ蚤  

三越5pp・lこフい－璃5ん吉知乳盲敢告ちら。雪慮′卜啓雷蔵病l才二後ハ轟康添三・か  

印可些a て 工・ishlk且dens辱Rよ つむこ さ。工・1sl止kar18n可5はっ う烏3－）句彗埴蟄、A、β、  

Cに伺－、んト。塗物嘗∧け牒弼澗＝、じL気配℃す、、堅覇乳6t C－3貴重妃す絶てあ5  

。島津乃l才生物電B、C＞建物雪A＞！・麺迎旦主旦の頑に繁く、霞鼻約属性能力（雁り  

敵性殉L薮命しるがう生全てい払い看礫物上で増殖ぢさ能力）lさ工．im叩旦＞生喝雪  

月≧生物警B、じの頻圧強かフ方。亨程わち、病原巧と窺今的鹿毎鮭乃¢禰え的留保  

・ユあ与⊃ tが明うか′乙る－え。これうの先箱漣内－1おけきう布と諷で3 と、工・主建一  

望望痛雀追一円㌻分布号うデ肇ド考雪牒牒－“像占旛であツ．姓呵雪月墾名字硯学九月  
サ，毘。塗物警あ静電雪隠育－L考く、臨場響い茅両性軍注きた㌍，て頒布し‥、え。  

ニのきラち旦間電こ外9Lの摩野市ち寧甑ぬL名ネが翠巻きこt）・一偏音っ越冬あっ生  

理東鮭と聞達ず萌さL考んう木花。漸え7さ∂、易jい持日経′ユあく》、しtハードニン  

グ程度モ賢一ニす5鵜飼とつくl）、ニ九うはエ・i叩あ3＝才ェ・哩注憫亀巧  

も番線しも。輔も在〃囁物－トナ句点ハードニLア‡ん蛭朝型8巾敏雷りみも壱，丁てが  

、日経をの嵐覇l｝ハードニゝ7∵㌢不十句でエー如こ生物型8り両方ほ頭程盈り観  

官tをりも。これう今薇確り蔚のうう上線薇ずつも混合し乙瑠偉i窄い、重い¢麓孝  

Ⅵもた叙し昆tこ）、生初雪A＞‡・鹿＞堕初雪8、C¢埠で考フ左。雪壌ふ粒  

薗猿島函のいう、恒1い之電最f淫理的る鳴き柑ハードニュゲ町子十育Z・き弓うし－お  

り、〔が喜代ハ満風面は侵‡んtレ、ちれもの7・考∂と考もうんj。ニ丸い｝毎朝雪月  

デ像ょし、エ・主丑⊆旦拙け麓尋的森住範畑ユダワむ＝堪乾しグかっ札租掃t皇一ユ侵し  

、ハードニンすが十分丁強健＿㌢髄怖じは長夜乃っう宴仇旦倒蟄β㌻尊造すjユこ 

慮轟′ト粒転薇暴蓼の壁亀酌徴食勺ち笹があモーい3と経えtん3。ま仁、ニうし左席  

なうせ蔑証随一1萌さ司直幣－7攻寄lい句薫いじゃ、計象約曹厨江より痛透し、＝んF電蔑d＼  

痩裔塵養蚕の寧餌場の恵良ま針率－1各）い－きじ眉Lうんj。  

：頒布のヤ℃  

H：理郡り5竺息竜野  

［コ：彗烏洩訝  

工．isIlikこl】・iヾnSis  
せやJ・翌月  

A   

8 ：皆鴎習8   

1∩：T．1ncarna七a  扁訂 環増井重度鮎聴翻敢乳                                            ＝  

義和汚降込亡一卜→常務漁区  
雪濠Jト凝面液晶靂L♂き乞卑の被曾  轟取底地Spp・埴恕豹疫臆の射し  
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大型車遺風誠による人工降雪吏験（鶉ユ穀つ  

南鱒海嶺甥上か伊藤由幸（札幌市亙少卑称学舘）  

i．はじ妨に 札懐中青少年斜琴線そ・はや】じ展示物の一つとして・大型車晶乱涌に  

ょる人工降雪賓遷宮鮫潰した。葡回の序報曳■でせ寮選り概要ヒ麿干り降雪索敵の撼異  

について凝寂したが．き太観客ではその後の喪1翰線条につ、，て撞ぺるっ   

え、替選句観 蓼盈の観略雇いま凰1の亀りである。凄選ば主乳滴（降雪添つ庶び 

リターン風洞、崖乳堵、、超音波丸アトマイザー及びブK晶発生凌澄かち落、ている。超  

音波嵐アトマイザーホ＼う観海鮮、主鮎恥触れ・轟然和琴ヒ克ジ、頭lジk品愚生  

芽選から断熱頭浅〔によって摩ら丸たきk晶か擾乱凋tこ′供給されると、jk晶は生乳滴り中  

ご、上昇義人凌ぢい篠がら、緻k轟から句勇く蒸気バよ「乙転尽して，習癖島ヒた、こ 

落下しそ＜る．   
3・嚢聴療熟 喪緻＼ほ主に－ノ含℃イ寸追巧雪路島の娘凌度が一敏夫きいところでI  

行竃九九鬼才－、一軍℃柑並の亀臆の繭撼でも岩千句無敵が音され仁．硯恵までlこ  

次nよう鬼絡果が弓撃ちれ乙いるゼ   

①これ鼓てりlこ．最大適格／．9竹材レの樹硬水鵜晶が希うれた．碍ら丸た曹輪島句押  

倒七守鼻ユに示す。柵咄q比敏的良い緯亀とね1て諒リt こ攻的な 

して いる。   

②鵜島巧ヰにlまこ女的な枝か、五庵釣に／伸びこいるものも曾なりあ1た（野卑2郎票）勺   

③全役∫御しにも良一首ご雪片骨、符ぢ塊た（野島ち奉照）血   

㊨－旨℃付近で一行た，ち曳簸では如○ノ勅僅q簡娃が得ち丸た（琴鼻4奉照）『  

潔・冬考丈総 和曹増毛グループ（代貴轟旛）、嵐：療  

樋ユ．密度め瓶嘘一凰  
1mm  
t 」   霧蝕鶴   

野温3  腎五年   
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手鞠山の雪鶴適篭蹄もと  

涛フ岨ご 遠敷U－ （北大低温研）  

日召和57年牛即0日‡絶舶1羊ごう、亨布山北斜耐雪崗ボ廃土し、スキーヤーへ連  

執筆捉机溝舵。掌尭らは、l乳′13あよび以拍仁王聖地鴨節電い、土師、デブ嗜  

の鞄＼ち電萌q未鞘戦彗熟も施定し、欄町雪南と感曙も吏ヒりl弟敵方容し七。  

の弓封細線いtが、q白如、ち気温力潤下し、亨稲山頂廿乱でl細臭7になっモ。韓  

7kは、笥、？白は殆どゼロぞあ「た力ヾ、10日に憎亨鞄山口で3帥m叩韓げ観姉川 ヒ 。麒瞞哨誌lこよちと、花官れ常埴恥現地の天候は風水あ盲きり、予鞄tや  

み、碩琵lす紬そあっ仁。新積雪は、曳キー盲脅し、て馳が′れもぐる▲状態で萌つk。  

l皇自警撃や†寸蜘断面観刺で、旧雪と新雪り軸に滑り面の存在が局臨せれモ。  
2．蓬艶事も丈（匹＝）  ’ 

q滑降を墟めて何呈なく、Aが転倒して最も鳩めたニ救助のモめ、B力で長与一首鮭ぎ「  

リボ足ズAの位置ヒ登りつし、t直後、上加－う蒐下して京王雪論ヒ触れ如鴫 雪 
論停止晦、Bは白刃で造言上り、牌虻で号もが、Al割行方ネ明と奄り、4日紬。  

ゾソテ壌濾奮によリデブリ寺瑞軒り海曹如、ち追払かぐ粗壁されt。  

官5  

サハ甘雪鶴紘哨雪で平滑ヒ覆われ、せの鴇与は蛙簡廟跡こよって蜘て魔緩まれ 七 
。デナノ鴫封盲、雪論定勾璃で加～40L′叫手折（t3白）、吉崎海鮮軽紺40  

〔m（20日）、密博l盲0・まう～0・う2％㍉軍尭の養うかいものであり、与で禍ミニとも  

可能ヱあった。恥デブリ吉鴫1こあけち雪醜喪主皇仰献言約3鴫で、高橋押】鴫法  
則かう考ぇ盲と、斜飽り傾斜に対して走行陰師短い雪観で句つモ。  

以上の鱒恕も堅かう、ニり雪論lコ白熱稲生の乾雪表層雪論であり、そ句末学捜（毎量陀  
級M．M   

ま‾L、  
ホbテンシヤル花組円牛5帯食〕も速見t′1、でかっtヒ鶉とうれミ。  
り雪論と壇数字奴  

の聞達は二如楓こ考如れモ。′諾ごエ崇竺  
⊥－ヽ＿、      ＿．  ＿ 一Lゝ▲．    1 1－－．．    t ．l．  囲／：雪崩斜面  
即ち、この林巧ノl、蟄り雪鞄ゼあ  

ったから、、ソ岩見で行動Lてい  

（
白
）
 
 

、  
、、  

、・・、         、  、、  

A（10－20） 、、＼   たBは容易に白朋咄できた。 慢仰  

一方、Aは足封亀句て昆り、且燈  
スキーとストソワせ篭蒐してし、  

モ（矧こ、スキー町セーフティ  
抑・  

ビンディンでも極限篭で暫くE  

、ソトしてい七）ことが、′l、蟄セ・二研  

醜からり脱塊長上囲髄ヒLた  

8（～20）  、、 ＼  

、  
C（30－40）  

D（50～80）  

A．BJ・・lデブリ観測点  

（デブリの厚さ：cn）  
デブリ末端  

のぞあうう。  0  ／の  皿   jの  仰   ∫の  占（ガ   

－6－  



札慢帝の給水乳蚤にた＝丁る凍賂件数の寒風につし、て  

金 子 億 （丸像予水温局）   

廟曹蚤吟把の上軋 止対象が賓客風致であり，  

管の風紋風及里親くマおことヤ，札徽数温色粟ず筑温することが′ その主客な缶の   

とし－んる。しかし線名につし－ては 

っわ、リ」型．の象蕗率級が後を断た 

札怪守7K温句において乙′ 各期 ており，この席題宣特  

別ノ終刊を塵鼠んで対席＝ ているのれ現二状て“ある。号 王 てこの修藷体刹を効率的にする   

た的に，彼凍－かう当日の各生予想件数と絶後的に   

健風＿lてきたわヾ．この凍え像色丹うかのチ汲を用   

いて客観的に′ より膚類比の高レ1ものにて・きない   

か∧と考え，昭和丸年度かう玖孟且んでモた．  

之．給・風教置の概要  

庖鼠色参盈のこと。  

土∵鑑定方法に関する基本方 

凍結率飯教生にl言不破乱啓寒かタく，Lかも冬   

日湿一野間のううに＿静由仁ウけれ灯念ぅなし）告どの   

糸竹を／考ノ慮lて′ 琴軋丸かタ軋象lていた久の各冬   

衆え隠‰んだ簡単な岬吹乳邑 し．絶定混生埼   

出する しと こ L た℡  

（t）皇日干前？埼～午前】0碑の受付件数．   

位）当日午前了嘩きでの最低負温。   

β）覇8の最前，最低，苧均の各条盈。   

如 前日の千キ虎魚高，盈／紋′ 千均の各条温。  

A．ニ鑑定⊥先の作丸   

山 愚見．式 Yニ乱X十♭  

（泉∧り 定敏乱．bの決乳  

歓澄式  足数  最後8  腰早良  冬韓日   

β．之  

∽）  久     ♭  ／、2  ヱ／  ま∂   
0、J  

tB）  久     b  ／、9  之7  ヱ∫   
（長一－2）微温・率   

封■■” ・！  （A）   （β）   

デーア乳   う＝   j＝   

盈  －‡＼  ∂、○   a¢  

大こ  ノjβ、タ  ／2占．ヱ  （㌍           盛         千  杓  2‘、∂   2a9   
一方褒  封（牒十和  4ぎ（／4∫名）  

敦萱草の  
飼斌温  

5り岬′｝  j占イル占ふ）  ／ぃう、J′′）  

こ こに †＝  

X ＝当日9埼まて－の最低気温  

久′bニ定数  

綻） 凰数久．♭の爽え  

媚知立′古j卑及の入′ Yの長銀鹿をブラフに70ロットし，′試食式とtて2っの  

一次式を仲裁暑 た，（友一‡卑鰭）  

5．轟果＿乙考衆  

乙つの貧農式研）及び（B）主用いて～ 周密霊～タ£卑及各期間の泉絡堆敬．互俊足∴，こ   

机ヒ風綬骨敬こモ兇救lて額象率皇已とめたが（友一2奇偲）．級友雫部名未満邑   

w斥の針穿とするこ∫ きウキ敷か－級当すること となる．今後これうのデータえ己とに   

ミ タに史⊥乳久′ ♭え決．灸」ていく予えである．  

－7－   



タ雪地恥く傍サる化上長大嶺曾膏号の鹿討  

0脳筍 イ掛火l北撤工）承 娩（北大・エ）洋由 亜ニ（■妖・可  

逆乗物酔射用専属章の合瑠的な鰊亜戎lくついてけ、①光政碓i諸点した長よ横号音  

卓の用務期埠確 ②屋上虐曾K凰」ざす気農・眉根昭吠在ビの彩管辛囲 ⑳皇帝の横且  

客合葬 考℃の朋鼻毛磨才とてえ雪イヒごれかナれノま’なう存へ象jく農」ざが慮る。亨労  

らl才、①について・専、適正キ見境朝原・くかブ香最大複号重曹典昭逓と最深凍曹昏新  

値この劇蘭噂服ペ確立て丸山ざ、葛急信長塚積雪・壬の親刹紳か多最大額曹き卓効碍  
偵の推ゑがす舵Iくねると．秀之  

Z頑乍の樹壬温めてぞ謹ご）  

さ熟さ、礼席通が泉北・北経  

鬼雛ぞ惑去k粛虎．された姥上  

層尊重雪l旦閲す呑賓判王城  

・印し、タ香北軌く針ナ為  

義大嶺尊重卓期埠埴のえ暑的  
≡
≡
十
二
十
、
半
 
開
竺
警
二
＝
卯
 
0
0
 
 
 

非
知
見
確
率
（
き
 
 

諦価の鍵ヅビニラま唄うセ、にして、基本的相思り解決之  

固○ 

拙九脚斯と綿  

の書名かり碑た局名矧て☆サろ最大頚骨重電艮がゼ¢今  

・如¢最深鹿骨孝之芽約レ、ニ曹頼数分ヰち確守多祥碑数  

・としてガわた再現期角超王ゑ7に禾写。廊了一∂、糊k  

非超過誕率（／一シケ丁：烏発期郡乙二曹拒教ご、横軸く  

伸長え積雪号音え等分岸蜜lてとって、長大嶺専董卓¢領  

一凄艶軒号に碁ブいてヂPワトし鞄例る・あるが．古物止謎  

の  

0   5の  脚スタ  

大農官費壬拍掃）  

長大穣尊号上の藤使命布  図1  

ク虜現親角店こ¢備後   ゑ1に示弟則急叱  

托〃いて再御瑚知年．劇卑．ノ卯年の最大頚雪  

書手期鱒促（他xp杓／めこ言己す）ヒ最深頚骨昔  

期侍従（H餌P（（椚）と配す）との備後宣求〃る  

乙恩Zガ終身血る○南岸の周ノ三一す祀塊即、用度  

期憫佃島兜lく圃カリねく一え申開像が艶ゐられ   

ヰ・ヒ隠す WEXP＝3．5日【XP  
上碓虐・才1〟hp≒3．7日EXP  

最
大
鹿
督
鼻
糞
り
鼻
痩
期
笠
 
 

脚
 
 
仰
 
 、炉〉  

ノ印  加  きp  陶  jわ  

馳棚榊  

Jくよゥて、長張積雪卓の顛埼墟かう長大績号室号の劇考慮乙チ珊る・モると秀えろ。  
惣一）諸芸芸蒜警賢一誌露呈箭鍔雪ご没露呈謬雛祭票雛憲詔訝脇  
参考文献 ハロ峨エゴ静座鼻骨枚卓細査簸官博一朽叫ガ柴田・跡英司化；β瑚呼会見安部擁維脚∬  
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佐官 の烹落雪屋イ臥につ‥て  

蕗イ寸域え（札議連且鼻地建＿薬師丸汁）   

1．イ主管の無料告屋ノ限．り権類  

イ主宅・こかけさ集落雪尾根、つ廉恥よ、最近ネし慌序で・も新患り7吾＝立と占め、屋根、の乱  

逆ではl00フこ遁、、一 合漣閑にむ相当採用されてきてあり） しd＼い曹和Lつつあま。   

これちの無落雪屋根・の絶類は泉7の如くで、人争要録木造のM里長楓であうが、外  

勾配の柿阪屋根・のものやストソ′ヾ一撃のもの場とt、むあ孟。特にストリノヾ一里のもの∫註  

タト勾由己屋根でスガモリセ落雪蜂蜜∫こ鮨諷ミれて、、ち権宅t貴佃′こ改旦L如果と上げて  
、、さ（耳鼻1）  

長1 イ主宅の集落・雷鳥湿り稚類  
勾   内 勾 由こ（M 里届ネ昆）  外  勾  飽   乙   

罰ウ 水 

′   

ヲ  普一墟L／   ヤギ ′ケJ⊥、、  ′‡′ ′人、、   ′リ／ソ、、ヽ   少■ 〃、、  ′け1入 、ヽ  壊－jL  養魚→考克く桐   
■麻  琶あ句晶u・ま、、  せ初の恥じま‖に科l  頒ヒ・、、乱し  頒で、、んい」  ネ奏で・、〃し  チャ熱わ¶   

札下づ別のょさざ▲k  一丁坤Inよ雪見一山  
考   uと・托ノ有本】I  ヤぺノ白丸  （票雷㌍。）  I脚Iレ叶櫓 判戸Lれ奏で寄倒  書き・漣曹㌢妨・通 青森地方′ミ争、、  

え禁落雪尾ネ邑のユ・j♂）J舅嶺え   

ノ蔓ネ見向木－り叉再哩：ネL便々では下水旦  

への排水と≡是めて‥5ポ、悪落雪尾根Jヾ■  

史′こ増加した瘍合、規状のままで，王豪雨  

β与′て一書戸の坪邑1づ益水の畏水Lあさでろ  

うぅ。また、排水管の凍結と吟ぐため、  
倉見式、下水．旦の汚水粛ヰに．唇根雨水＿木酢水  

管乞碑合すち例Lあさとの争であ盲Jヾ、  

こ水ぷ’多く茂さ 乙汚ノト菅の思をぶノ八千、・  

のでノれ璽でみ急。  

．蜃ネ臥り雪・荷重：集落き屋ヰ象り曹希嘗  写真J ストノハ■一望集落一宮長々長、  

′‡印加ゎには壬生エヒ何等、辛が目鼻でいせ上の7割と超えう均含もあうようだ，。横腹体  

の設計にはこの臭と考慮」す葛晩冬ポちろう。   

ネ主の配旦：ユ旦内の木一連イ主宅のネ主′こは一級′こ／○，ケ叫困りとどヰ左・之で硲．を珂、、て・、  

3カく 、現在建てち小てい5奈落告イ主専のネ主J屠当りの奏鼠面頒Jヾ点すモー・さtのがあ∂  

（●汝2囁凍のl糟棍∩許思鼻祖面碑・t雪舟如∂DK‰のYき鼻∂粗、声†rく2′0％り  

とき千βm妹）。   

耐力蜜巾配旦と音：集落き住宅の臭東で・－、耐刀埜の駅屋ヤ富に旦正互欠くLの  

（耐力そバ芹阜ウて垂乙畳ミれて、、も．銭∫ま向寸々壁へ登丁告李Jの強ミと′SOワL と Lノち  

塙合、所掌耐力響長．亡メヾ不足すま）があ邑。  

密 計界バリこ通力かコ∂“‰L一蚕出え雀昔風．ノ柱の初市頑′′0坤ネ（本ゾ’のえ揚が頒第職′こ缶凄け‡‡ってほ仝粉ゐtす条，句○   

尾根埼讐三モヤ・ノ沌粗・研＝クー‰L（雷均さtの王・り。ユ噂屠ら衛隻＝たたみ・釆・更帝・頑観物安ノ？口火軋し  
Y11翼烏掟   
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低盈換戒（0一乙う牡）の鹿骨発見り鹿醍央嗅／てフ小て   

‰牒上勝′J＼林∴賂－りし庵並居）も研バ】㌢（蠣工朗戸）  

烏孫 五申し沈痛直入学位温和音周東所）  

膠和∫碑／月通商形オ（川空ノ寸止）ご電解尾骨一が発注した軒：規格甘昇  

貨し■ト為牽サニプ1しも訝良し仁熊草，札束考えられていJこ膚親友面1こフ）く粗如九す3  

逼督義母し登なう席額蓬面加水解していたのと勺小かじろえられた，局′要塞色好貝Id  

原島か0れ殉麦むあき釆の′気象覆易いし嘗7ノダス）の気温lよ／■タ。乙～よ。こごある動  

和也員温Jユ／○こ以下そあ）たこ眉ん～れさ∂さら一こ，降壇片∫a水石ガタく乙も局壇顔）  

直射確りÅ押ノていて互発鵡撃碕われて氷結し♪が親しrこ卵と捜しあさっ  

この仁動ノ遺産，濃度乙如かく変え穴場合，遺留かこ、う茨化すきか鹿家東嶺とした．  

2．央晩方這  適度，違反動学斥正兎に設ぇちる・ダ蜃カヾ、あ岳たの氷人但適所の埼宜偲品′を  

も利何さセてぃたださ，ヤノ周りようアよ宋躯鼠色碩って東験乙した・為脅サニフリし  

は長さヰP叫の偲麻∧ぴR3うD㌦にフl（も含ま官た含もイ1けZ咋），局留内部凍和解  

面の温度モ烈風吋で適性した。n盈はら込一足ご孝吉ね止，気温，違反も奮えて尾雪の  

状態も廃屋し穴ク  

各史観論及のる坤濃尾豆粒し為偏り氷解の布吾LまL勿たものが矛ノネ  

そあさ。間に契軋りあさ結果にり）たのか安壌祐某〟0・ち〟叫，〟仇∫で、勿∂．常盤〟0・う  

そtJ，よノ分線戯ノは蟹ダ萩臥しパの竣Jよ呵底よう着蜃一こ亀か与＝れて休さ・東泉  

仙41よ，塩軋過度こも烏叫た句氷施しなく，この1穴監房」温度もP・50い二下げた東竣  

仰－∫古は勢萩敢が早くなっZ氷結か時きつ，ノ∫分線′て′J為′卑温度ヵ“サしヲ一っ上者L鳴  

町乙小き．〟ロ．5ノ〟ク・∫そ、あさ粥内縁温故馬／蜜内和風長か上肴に払じてい占のノー，劾翌  

々のフlく分かなくりって′雪の宕葦も発だけlてrJ孟穴割ころえら隼＿蔓∴＿ ⊥＿入．前一．．ニ．一。「．和正 さ穴割ころえられ∋．  

れ恵贈鍬（諌敷津㌍鱒轡  尚，この臭軌よ北大砥点前軒雪和光虜朱夏の 方z示御i旨尊のもとJて行乃われたL♂）ご鋸。  

き
2
 乱

尉
げ
ィ
1
 
 

lO ヱ○ き○ ヰ○ タ0 ム0 和 さ0  

朗舶 し分）  

榊・吏渓伸う疲斡遠慮萱化喝  

10 加 j0 4p 50 ‘o TO go ？○  

爛鯉叫部姻   

－10－  



放映急に笥てる野外樽型受取  

顆電林しⅥエ吋形に噂＼「  

恕ぬ昏乳・植松考亮（気象筒含道春瀞）  

・、・ ・・・ 、こ   

一二 、● ．   －     、        ‥ 卵  

・・ ・ － こ   ・、・－、・：  

－ － －、 －■ 、－ ●    － －  一  

級も矯，了こ。喪騒l⊇日昌恕S「乾ユ即＼Sら閂  

にナい7「、毛轡町、乳酪1・雪うってこ。   

．∴∴． ・・・        ・  

、二  、  － －． ・、．  ・．・こ  

、                  、、  ●   － －  

璃  

・－、・、・こ・、一 三・・ －  ：、、・・、・、  ・さ こミ．∴ ∴・・’   
こ●‥ － ∴ ∴   ・、 、・∴  －、．：・・●こ・・・．こ．・‾－：こ－・・二・、‥－：・●三●  

罷対敵り、肇雪濠令卑も■敏郎＼てこ、まてこ、鶴亀払で喝温つ鶴違令布、喝憩、気温、  

韓永優、幣雪登っ鶴違令布、寺醍っ鰯り㍍う，7。．  

盛塵塾監！惑1に本場ミ凧しし†こ洩全ぅ鴇亀駄汎り一別も、lまlきし‡義郎りつ林つ㌔い  

∴・・、・・・・、ミ・・・－ －、二、・．こ ‥、：こ．・∴・・・い．．ふ・ ‥、・、ニ  ミここ：・・∴、∴：∴三．  

ミ∴．－．、・：、・・・・． ‾・・†・・1■．・－－i、・■∫・ニご・；「こ、一二；．ご ∴－モ∴・・  

㌔リ、泡雪も摘℃ル℃りちh㌔1＼ファこ。きてこ、追払上つ鯛13、林、つもミ璃念きわめ  

－ －－ ・－、・・：・‥ ・、・・・・・∵－、、ニー・・∴・∴・．・、こ・∵∴‾・・“・・こ   ‾‾ 

－、＿、・ 

、潰亀ても鵬犠に泡莞八、囁上磯海亀魯迅にi三悪良  

曳令鴎諏賓ぐl立替媛温＼1しきっf。  

一  －・ ニー      ー  ∴． ＿．  

・ ニ1－  ・・・・ ・・・・  

ミ・、 、・－ ・・ ・ ・こ  

・ －、 ・l．  、・・：ごこ 、  

こ、‥・‥   一三‾・・・！・・・  

勺彗ヾ鴨健丈てtあS。  

誌⇒  
脾ぢし〕  

卿＼も勺′机N3′揚鴨ヱ”）  

搬あ、J）  

〔三紗∋気温一夏・ちじ′単軸戦乱しトム塙封可  

辱均も温1・－じ，靭咽温も・曾≠ム（溢呵〕                    F′＝叫ノはL ■、－〉J¶づl鱒）電．q－Qト】”／i＼霜lもl樗リノ  

漣←朗平鮫釜榊U斗靡騨即㈹  

－11－   



冬軸の）1の娩出につし－て  

汰ム秀明・小屋腎冶t心枚え÷（北え億温顔）   

i・lまじめlこ‥l『8ト氾牛冬期lニ庵温夕昏兜率左免れき労いlの丸せと、泉城の適ぇ  

竜て、惑う地面敵句題を剖良L・比巌L宅。嵐ブ射地lま、和む‥漁丸和のえ泉蕗沢‥1左丸  

威阜する題号里底地で．泡壌面穣はtし年扉で串5。  

、ユ．測温内鬼：Å妻馴こは秀一Ilか氷解すをを㊥．水根り直線髭銀ガら∋紅蔓へり変換底  

薗粗であろ．乞トで1ナ目あ全ヒ兼耀を史刺した。   

一名・姥あ敵曹毘は金他の直り喪塊伝ゎ、－て．凪ウ3兼簸9方法で碍た。①地面仁  

埋めちラインメータで敵脅氷室隻胡て測良し七。㊤動転姐をユボし地泉南付且り地中  

ヒ曹ナト組め、之の内患の鰍液jのをi敵解顔ヒLて敵習竜泉求め圭．⑤断面應刺左  

1†日子すきt二窄溶い、協る麓率旬ゼちの嶺雪丸せの減少号を敵雪母とLた。   

3、線輪：絶句カらり放ね刻√阜廿ら頒啓上方へ九九る教卓え引＝巨弾りか、竣屈軸  

軌二費や土れる．そLで風他り庭乙中腹ヱ、脅温ガ々ヒ頑脅重度の崩御を数回府甘＝、  

地面酪卑兢乙比厳した。そ外線見向池魚ではほ牒卑しいと推軋士九七の℃、泉城食偵  

町値＿とLて金地り在り地面観官寺左そりまま同いち   

対敵とする歯間む、駄句親潮脚飽田の笥l卑lユR今日やら、丸面融軌二よる勲Ilり増  

ゥト前の拉阜うRユ吉日りl之百日帽としtや ヱの期間lニライシズーク・覿丸、臥あ廟剰l二  

よって烙旦れ有姥励馳層雲は、そ九ぞれ叩．F仰′「5．らhれ．叩、q… であ。た．そこ  

でう為巧耳均？4、0仰とこの期間り住地面敵専ヰとヰる。一方牙呵へり食ぇ血高値、  

l怖q佃て■あろや そ人中L．β躯9針 1漁血ゼり杵ガガ’他面敵専ヒよって覇わ九てり  

ろ。  ，賊．、．8  （0両 1｝82．2．10  

4．考敦二永世り如ヒぢlナト鼻白す九ば、Qこ∩訂汁∨丁）  ＼  

で血仇できる．Lヤしこのセヂ1しは、地面敵専ヒよ5泉城  

払嵐を赴く鼻孔して＝各勺そこで飢ぇゝの暗愚ヒフ＝て鱒  

東む軋針た仇  一丁aユ→  

地上t00th塞て■ち 篭若㌔地り連  

破泉二  十嘘．  

M（〕SHIRISNOW MELT ロF BC）TTOM ＆ STRERM RUNOF’F  
81■1い一82■D4  

知○〝叫●o  sl愉〟I■叩（●c〉  

Mロ5日IRI Sト10ソ ロ亡F丁目   81■1卜・82－Dヰ  

‘■ ‖＿＿ ’－■一‾ 
㍉‥川鵬・Tr」00 

・1・－・・・ 山“刷‖■  
・ 

べ＿．＿＿＿  

∴慧㍉。＝、～㌦〆でてこてT一三●・・・－・  

MRR．    RPlモ．  NロV．    DEC．  

Fiユ3・ラインメサ・lj玖ラむ・）しより 訳牒腐  

地あ恥骨ヰ乙▲三町q丸虹も（○）  叫1確毎乳如一條申は断面崩判央如）   
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吠溜り二現象の相似別について  

壕汲 凌（火潰並閉経昂尿酸礁械工作所）  

吹曹の線型突験は ∈β．仁一・仰サ「／り4）以東夕くの析乾仰が級壊それてしlう．例  

えば・◆ ¢小血了仇～JS廿．鵬レア〃）． s小。≠ 慮α7 レタ占～） 〟．・…J／／タ7㌻）工ム木。仇レ門戸）  

らが、また園内では、黒田、木下レタ卯）．雄払 新ヰ（′9∫の、谷終、Jい11レア∫り  

らがj汗兜発表レてい5． これらの痴阻弟温．は岡崎！てり尺啓珠象の相似則lこフいてむ斉  

藤して㍍り、特上 レタ皮∂）の自照軋lて僻す5相似則とヲl伺したリ ー絶叫〝フルー．丁  

数r封切♭川 瀬の剋手堅勧tこl乳風月さ）と錦潤していう． 孝義も周布払斉え・こ息7・  

き、研常と毯のてし－たが、諸性匂土嘉一こより大癖Rの凍製菓験Jて玖畑レて玖彼、ニれ  

らの相似則こ朗らかJこ矛盾甘さ壊碑泉lこ亜過し，茅襲翰軌こ書舶用すう必卑が生じト．  

これらの魂象と甘  

l）啓力約相仙性と谷くカ應レてしlなしl、ハシー、フアンい弔いて追・睦図上と侭1ま■レ  

ても、横型平方野柵彼方lこ相似なロ尺滴り（膏血Lし、う）が和底でれる．  ニの魂象は吹  

溜り硯象の相鉄惟lこ掃ける蟹刀的相似他の車卑ノ性に軌司もいドが也わるので・タ）ケ．   

2）合く圃一甘馴拍上を飼いて、．‰とガ♂♂βの阿智榔臭型笑駿と行うこ．線型  

曹の癖RJ書庫ウない、すなわち 一局ut胡略勺′陣取′‡‘毎掬 射司－〃の1ニ宙血糾犬  

′右相似こ存ト ニの強敵は 戸吋山・旬tc叩の相似惟が炊動）の相仙性に犬ぞば鋤  

響を与え材し、ここと示峻匂ら． J）娼桂台土が1也の横型曹材料こ異なも煎、1よ触粗㌢  

で春風斡が大そし、ここであ5が．吹溜り頑象に㍍り畠濾履白土の商い観相納相似叶かま  

これらの推断て高く廊思しこいるとカえで－5と確ない一  ¢）地新線型友萄と線型留  

が十介誹楓ミれわょう、泉席アラサと与えなし丁れば、骨池が鼻面モスリ、ツアし／こり、  
不留置Jて剥離レ在りして魂劇大地tユ利札ヱれ甘い．↓の車呪」ま頒塑の表面アラサモ原  

型こ相似」こ了も弟蜃がかゎここ と奇している．   

これらの現象巨視哨す5たのJこは相小畑】こして次の腑亀と尊入し〃くてはね′らない、   

／）ロ穴溜り：現象に重尊なのl式雪面イ蛮虹の空乃的相似唯．碕に臥によう常軌カが水平  

軌刃で相似他互角巧うここごあり  屯′ムね7 扉・嘲よβ叶J且 の風労相掴臥似ま  

必卑・こしね・し、．   

2）横型常州耕の」昇息句こ妙嫁が原型雪乙梱帆であれば・あち風軋ーて㍍いて必す梱  

」帆TJ呪う解りが各吐巧も．   

J）楓型と原型の軋壇比匝．吠督が粛覆る終外務席軋凍の化ご丸々れる．   

¢）㍍7f他職頑す舛仇わ乃せ‘仁山ケ／ぷVX溜りのスサー堰嫉べて▲Jdちいlこ小さい勺、り  

無視してかまわ用い・   

臥上の神仙廻倫隠過去の相似尉隼皇大胆lこ根知したものでか5． 小田lコニの 廃  

仏別の根知」Jて、ついて教場す入一  

ー13－  
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周曹現像の横型賓厳について．  

安濾 凄（比海温開発局洋銀粍楓工作絢）  

眉骨塊泉左横劉ヒすることIa．電線や泉虐、欄九瞥璃への為腎を防止すあラえで～わ  

わて周力付・唐織とはりラあものごあら． 音波（／タ∂／）ldモン毛リロナイト皇酸鯉メ里  

した滴惟匂土が吹遜り現象に高い相似叶墜乙踊すもこと互椒壊し告が、ニの痢体は本来  

路上であらがち合水率lてよって；終着力皇及化レ．尾骨の模型l実験lこも棟岡できるもの  

である．   

適性白土眉上甑の如くモンニ毛りロナイトとノ統観で廻押し巨むのて・あるカ▼、その過肇  

て、癖晶補通ゎ†月収壊され．多凄の非詭萌縫紋すなわちシリ〃げ′レ互壌玖すろ．このシ  

リカけ㍉ノIa艶味刺ドク岡ヨれるほど吸湿能力が放く、活性匂土内の水分と叔ほレ、路  

上粒子間の吸為モさまrてげる， 壷rて∴粘土鉱仰の嫡頂こして密猟昭二卓風二よる玖  

カな屯荷を崩すもから粒子岡エは厚薄しあしl、シりかハレの作何とあレきフてナラサ  

ラとした粒嫉性と埠っ、 一方、シリカれレの腺浪花力と上き†つさ水車が加わるこ、  

今度は水竹子が水中の倦イオソこ曳幣レ預カな絶鼻力生食生てる・ 油性白土の鵜為  

力の良化はこのようlこ蝋媚で・きう．   

屋曹の棟型実験は高棉清一郎l／川戸）にさフて教卓それてしlろ． 高鵜ノまアノレミナ  

、厳芦扱マケネシウヘな・ど已横型喀ド倒し－て村木への鹿野と例】て斉蘇レてしlる，   

相似則とレ ては、  

ナ 声音丁－－lH  ノ○さ止  

竜尊けてし、呑が、この紳臥則は降車崎の鼻骨と表すものであり、揉啄時の為蓼と泉づ  

ものではない、ここでナは娩彼刀、′ば抑体摩泉 訝は卓カかフ温泉．ゼlコ長々、Mと  

Pはそれぞれ煉姐と原型色泉可． 吠啓騰の弟酌ま圏喚と刷痛ド風温lこよろ湘饗が大  

きし1ものとカえ われぁいち、綿帆則lて風見とをむことが留盛れち．   

草屋一一持直柊J‘れの円板lて和風ヱれトコーン水遠雷∈・あう。  

この塘の風洞仰臥息は∫肇∝．適性白土れ㊨水草／よJよグ樹碩であろ．書仁耳鼻－～相  

同じく令7k率¢〆前後の磨啓で、ある． このようlこ横型潔験モむ噴射こより弟唇もー  

ドは大きく異な・ろし、風且．lこよって蕨最速度も賓なろことが⇒絶のられた。  

官員一之  官員一l   
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模型雪によ5屋上綿雪の風洞碩聖賢康  

その1 活性白土こ遁工大風洞綜置の相仙、則  

0苫米地 司・遠藤  明久（北海道工業大学）  

と12％程度であ5。本居洞内の乱直の強  

さば、0壬Z≦5wnで7－15％程度であ5，  

二のように肯し子レイノルズ敬、乱勅の硬  

ごについて克ノ全では甘いび、勺＼な、りの程  

唐まで相収集作吉浦す．ヨヒ、活性白土  

面上の風速れ布こ雪面上の北辰鼠モデル  

を区＝＝こ示す。   

5．活性白土こ雪の相似条件   

活性白土こ雪の相似各作をフ仕度竹布こ  

落下運動ひう検討すう．図2に活l性白土、  

旨） 札幌のぎ）、商権の雪の硬度竹市有市す．  
活性白土こ雪のノ枕席什市は頼似、して‘し、う。  

ミSに、60ン：ブ拉う空でlユ活性白土：0、01Mm、札  

幌の雪：0、3－0、う佃こ甘り、‰の横型へ犠合  

一1、魯Ii％○裾磨こ甘り、蟹何学的相似怯も  

もう。  次に落下理動富強抗体敬Cpこ  

フルート敬Fで倹討寸う．雪こ活性白土  

盲小好こ着えうこC。＝卸龍一こ甘箋。雪‥R。＝  
2、OxlO‾3、活性白土：陰＝2、伸1¢ユこ甘り、C。tコは  

ぼ同じく甘う．フルート敬■lコ、雪：施＝7竹  

治畦白土：¶転＝10、6gこ甘る．なあ、雪粒子  

の落下並居lヨ布吉晶橋立によ って畢甘ろげ  

0う％．活性白土の落下遼廣lユ0．1ワ⊆と寸る．  

このょうに粒徒竹布、抵抗礁敬■、フノし－  

ト較について定食でlユないが、勺＼灯りの  

フ程度ヨで相イ止別を満寸こ着える．  

1はじめに 碩聖実験の甥合、相  

似性げ問髭こ急、5．し乃、し、降積雪1大患左  

再現す5にlよ、規在一校にイ乗用してし、5  

風洞でlコ不可能灯員鳥多く泰5．ここで  

lユ、遥工大小聖．粉体卓用風洞按匿（苛濱  

村上式）内の気流こ自然風、活性白土（横  

型雪）こに竹け、そ直そ－れについて裸討可  

う．（阻呵乳温tよ議鴇色竜に説明）   

2．風洞内の上世表風モデルの和仏条作   

風洞内気流こ自ぞミ風の相似、条件こ して  

根岸）の捜東によ訓胤与しイノルズ敢の  

一空文、（2沌L肌憩この一斑、の2項且を讃：  

刀 定すう。Pro．ndtlの理知輸遣王里輪こ平均風  
速竹布乃＼う舌し子Lイ ノルズ教区辛飢うこ  

下貫こなう．  た＝和しマ漉敏   

自然風の場合、：R＝施工n（％。）H．h：遜珂鴫さ   

風洞内の場合：R＝雄In（％か痛：長乱帆錆  

寸訂巾ち、乱子レイ／ノしズ敬を一致寸う  

にlエウ£三％もとマ勅ぼょい．雪面の粗座長  

lユ灯3～10－2ご）であう．創生白土面の粗廣長  
を風洞内の風速竹布げ対数法則に従．うこ  

こより求机うこ9メげ～7x灯2れm堰序で蘇る．  

本寓験でlヨ‰の横型置横網して市り、曳  

lヨ‰ブ経度こなり、肯しチしイノ ルズ敬lユほ  

ぼ一致寸る．   

雪面の軋勅の焦さlユ谷藤  
l）．恥空蟄含論t（l仏）  
礼  

乳根  

℃北窄呈R部生温   

鱒矩根調瞞   
甘叶相  

見DRIF†l帖OF   

N叫l刈Fokn   

紬明＝珊折岨此  

L｝   

r「  フ▲   

／  〆′  
／  

■  ノ   

＿d【小▲rょも札■  

く）：1ll「吋t  

△：1■r巾■  

●1．■職  

工：■t  
王lO：20q■  

U：干1■■  
l■l▲■葺○檀○千■山  

荘1：■空位tは借換白土○   

吹l出し位暮から10亡巾  

lJ  

lj  

lj  

■J  

l  

l u u u l■   匹‖．平均風速の鉛直分布  回Z．活性白土及び雪の粒度曲線  
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頒型尊七よろ啓上箱官の風洞頒型更級   

キの2 3っの後塵約の姥稽の定性的、性状  

せ 米 比 君（光祐漫工業た普）   0遠＿ 藤 相 久  

3 縫取 …「無風．癖lごは．7k中と  

血書．M智のちぎきてl、とは．斜凄に閻イ奈な  

く．好：ゾ媛ざで危機合融〔拘一t乙碩互ろ‘  

地上萄た＝鮫♂課さYも養ばアい．3ヂを超  

えを・と落下セイ半うため滅・ケすろ。（2）軌温  

の増加ヒ突匹．「諒断頭よりも全動く  
妙齢紅絹けすろパ圧7k多ヒ物音、M  

型ヒlさ、果った都電煮す。（神水乎は・耐  

ノ軋凰の相客、M型よりも酎く姥都如†l  

iF尊い。木ヰの堆額探七贈と甥足叔上（  

「常軌」痺の）との比艶ゼlレ、んば．惨粥  
0、ち琴のYぎは地車娩上の陣％萄（風上）  

をいレム∂芳（吼下）、臥漸2冤のとぞけ  

20％紹（風土）診いレヨ∂％恰（胤て）で  

あち。（3摘草げ．斜度2d七分成東J＜賓っ  

た嫁御′ク水七禾寸。2∂ま～、は幽庵痺と共  
ヒ盤穣凍樽増寸パ．25bセすぎ脅七舟ケす  

lはじめに飽工大小型新礪膚牒腰  
さ訊簸澄（卑渡、．村上武）【三上ち像上席′雪  

頒轡繁藤小㌧得㌧爪仁、水寺松庵、切草  
庵根、M聖像穏の；い生白土推頒の定植的  

漣戎lニついて開港寸ろ。   

2 史韓古池 …詠屠頗型 バルサ戚  

で敏雄、泳隆の〝。。大盲目盛上‘．執ち伽．  

略3叫、如才占加ぇち塞本和Yレ、孝爪  
lく知者庵絶け．JO・か叫がまて－、JOぎ  

ざ升の鋤薇の庭．絶の鋸綾．M智佐相は、  

roかじうローまでJOきざ、、誹の像魔のム  

兼与軸イやレーニ。像土面lニJゴ尭他白土わ噸、  
りやすいようサンドヾ一パー如春巻縁  

ったク（ヱ）掛温ノ つンプレ、ソナーのみで尭 ′  

、性匂土嚢 扱き玖し危恩阪い亡丸いとぞ（火  

下「熱酎」という）t．臥滞1軌藍0・‡考（  
兼本式l二よろ日常軌盈頻削鮎3笑）、1  
冤く4．らち）、2笥（q．2笥）t 弓箕（■ち・q  

彗）功＝租稽。しろ〕頒射場 V欠き駄しロ  

から川仰．l．ぎ佃、2．2仰の旋能の3抑∠、  

頒哩セナ和ぢでっ並べセ。（¢1紫鮫蕗闇  

各2碕郎0身の推移ヒレk。（訂塵頗潔計  
測 ハットピンにミシン油七婆l）、塊額  

掛里匂土l亡さレ、イ璃しr。白土のあ盲、  
〃椛庵りものさしで∂・rえ唾他で目測。  
（い地ヒ想見叔 粟土塊頒潔との比磨兼良  

頼め．兼登前後－÷．腫上番屋超左遷く一  

。些主額ヒ比薇すうと、乱射均qと  
暮地上砲上のβ0％（胤て、臥上央）l乙  

る
▼
 
宙
＼
 
 

車ど、息レ、2・0芳のと苧はJo％（風下）を  

いしゎ％（風上）仁子てIl盈すう。（率）M智  

礪触鯛碓欄如離輌刺繍欄劇酌   
むす小一 友単願盲梅粟‾わ摩上の地横地  

斌i与．本場で東泉しでい匂屋外変え毅座  

乾象の光尭や泉嗜膏醇その他句東藤の庵  

上磯智北甥ヒき抽て削の彬底を謀し  

姥当の婚頑性セ↓っものと考えろ。  
■■∩■■ゴyプレナ●－（■l叩量†  

積少係数と屋根こう配の関係  
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一日本雪氷学会北海道支部一  

昭和57年度講演会講演要旨   

昭和57年慶には下記のテーマで2回の講演会がおこなわれた。特に第1回目の講演会は、札幌市教育  

文化財団、札幌市、札幌市教育委員会が雪氷学会北海道支部の希望を全面的に受けいれて企画された「教  

文、学会公開講座」の⊥環としておこなわれた。大学公開講座が市民に開かれたものであるように、市民  

の方がたに学会活動の一端を知ってもらうと共に共通の問題を考える場を持ち得たことほ、きわめてよろ  

こばしいことであった。   

開催時間が午後6時30分～8時ということもあり、学会員に対しては受講料無料という特典があった  

にもかかわらず、あまり多くの参加が得られなかったのは残念であった。しかしまた、仕事を終えた市民  

の方々が熱心に受講される様をみるにつけ、〝雪・氷■寒さ〝についての関心の深さを思い知らされ学会  

員としての責任を感じるひとときでもあった。   

第2回講演会は、11月24日、北大低湿研の酒井教授を講師に招き、北大百年記念会鮨でおこなわれ  

た0氏が長年にわたり一貫して研究を続けられた〝植物の耐凍性〝に関する講演には学会以外の方々も含  

め、多くの参加を得ることができた。   

講師の先生がたはじめ、多大な御協力を賜った札幌市教育文化財団はじめ、関係諸機関に感謝する次第  

です。  

★龍・★・滑・汁 ★ ★ ★ 糖 儀・  

講演会 ①  

「教文・学会公開講座」  

昭和57年9月28日 18時30分～20時   

演題 「南極におけるヒトの適応能について」  

講師  蜂須賀 弘 久 氏（京都教育大学）  

昭和57年10月6日 18時30分～20時   

演題 「寒さと雪氷現象 一雪害について－」  

講師  秋田谷 英 次氏（北大低温研）  

会場  札幌市教育文化会館  

」
－
1
．
一
▲
じ
■
l
二
▼
 
 

講演会 ②  

昭和57年11月24日 13時30分～16時  

演題 「植物の耐凍性と寒冷適応」  

講師  酒 井 昭氏（北大低海研）  

会場  北海道大学百年記念会館  
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痢施に・㌢けろヒトの励／ん能・ニついて  

蹄頒瑠ダヘ久（  点者7ゑえ召人各  

務10か判趣碓域朝夕射歎  

（は し、、め に）   

施肥におけろ直修呵珂乳の視線とLてlま．厚動平鹿柊′でダー／の硬化ヤ棚の影傷  

〝嗜之り車紬‖、孝萄巧者即した頗炭て・′チ（佃孝～仰卑）の酢逐即断杏  

辟史断碑趨のヤーカディア／り尺lら′日その儀射禦骨どク綿密啓者一二ついて継続劇  

定J祭渇し作．  

〔研見方 タち）  

報綬潅はヱ∫才灯らヰア曳までの縫産卵後象で、僻′りを長′鼠阜′電線脅ノエス足腰ノ  
舶′移久′魯象′鯛埋め改号で、年々と噺単によろ日そ巧行知り息い、せぜ自縛更  

勅シフtlても碑できろよぅ一ニ励老した 

虜融和ほ阜和骨威喝にデプラ‘スバ、リグJニ卵レた呼竃モク耕して、句イ麦ヤ行動う  

劇像l二ついて祈直し仁pきた、サーカディアンリス・んドつりては体温ノ尿L別便＿対象  

lシして、l戸3畔仰おとIニ凍汁卿レ、その緑芽とβgざ時間との申像て－針押し、盈えハ○  

ダー／功旦ういこよってと－・の範及筐体のリズ・l句があ琴乙針”のか一こつ．1て網査Lた。  

まk、顔色のlロりふネルで一句収え，ニつL－てけ、調理前と紺瑠頻り茶屋極り賓管約な  

新一祈りてこれt孫姐硯lシ、丁夕欧農の）βレよ・†き1かレト頒告慢・よ、析＆  
‘  

材とし仁．  

（抑ぇ形見ヒ屠蘇）   

酌む留叫と方針こより超Å守の俸毎食凌と、称二傭腰した㌢鬼の破顔り生理呵受  

化t硬如してみ3ヒ、大体攻のようJ二なった。   

－）外句温が常時斉乍の吸射みl）てし、新射て翰ば要伯Å晶の摩卑受身∑してり左。   

之）8本lシ界＼、－て′組化れて、lち年令言悌礎代御着孝催し粒乳してウ3乙、腐ろ炭   

象の隠し卑郁子明低）Iさ、内把と同者な11しイ¢しよりみl低乞禾レてみり、叩か   

ト屋火射えI÷馴化して、－ぅゎ＝居中れ・ち。   

3）液取絶カロリー申、癖啓の占め3射各は崖呼で付言㌻めて・’内碓切符め√リ・さケ   

丁よ＝町・、花小ぼ施碓′にみりさ東泉者碓の上ク、ち，＝穆財ヤ各自の劇承が・所考√り高  
いこ叱も寸lしてしlち。しかし斥がう、互れで♭炭米人の食蓼爬かりみちれ苫濱取   

比率い）イ畔，た。   

小声等打トよ3年l首］へぢ宿号の繁忙L吉和てみ3と．自格和（安）′。最も高く   
幽弓の各け泉ヒ櫓（、なみ且フ、1q質すし巧准計げ角盈の更化㌻リE∴日即引句   

り軌㍉欄内がみら山仁。朋商魂丸才所為でβ．∫J′後者で・久柑で、一年一こわたり   

恨ん岬動じ血跡してみ3ヒ、青々のあレlも功農如は少瓜（、解では該乳ノ   

純増′動吉の像乳の勤との叉伊根はケながフた。   

∫）絶倒うけ発たの搾新券叱の微動希転ぼ碓味7・働乏がケな（、該如蓄頗工ネ   
ルで一により肥満絶句・ニあり．老り巧束寮ヒして一一木倉郎あゃ定常ヒ、尚早な体  

－18一   



覇粗玖の歓軋が留まれ3。  

6つ姥晩の号l尊卑酌乱し・てほぼケ碕願扱で・、ノか姥庚ば阻甘緑肌てりラ〟 レ   

ヵ、躍％良知〔乳）＝政敵舶〔Å・）り痺吼ノビターンモ杵紳．欄へてみ3ヒ、繕え   
湘レ一首汁断っ彪者洋断絶姥取の御をがみられ、滞卿り…′胡㍗t一うっγの彪り   

あ、－ボ乳け仔ワて、－う∴稀・ニ也朽＼ぇ鞘の、アて‥・動て小いl連動ネ軋のLけ硝長・何   

一雄・7て、、昔こ‥恩り碕、一つの響虎＝よらして、、るよぅl＝息中丸てなら走り。  

㍗）ト針ちりり序内りそ云の留化乞一棚射こき川t・・ふ他人列Iニ盾射て 

， 

のそり痢の体温り史わ恨ハネナlあ、‘露和リス・tqヒ体温咽有リスい勾か湖及均ド働   
く仁仇て‰示隼∴のこい欄碩（いの．夢果tイ葦七7尽阜すりて軍完膚乳ニー摘   

′ロの駅思川メ棺・廿ニt乞御縁っでl・言。  

〔酪 才多．）  

商権抽り了“ヒ十d．1幽鱒，シつ吠て〝鰍で軒′サーわぅァ」・リオ・んノ工ネ′し†・・  

ノり柑の面かり虐拷敢象㌻ろについて感細l乳j車座L乱 

も稀有。  

ト四番電化lニ厳粛は・1ヨ本ん一頭巨斉の攫tニ行っで亡′t、杏滋子受動乞思して、一了。  

之・台夜朋（灸）と働醐（烏）のようナニワ如玖叫荷珠〃甥痩下ヒみナ才∴人▲恥   

性動群紗シ．紳十てサちト賭え軌Å∫有照り叫ナ時折′；轡〆学（・・よ  

つて－あ7 

ヨ・及位れ姥如親御葬覿を牙L綿、純綿のたや…斉藤瑠如で・ざ了撃と   
か，離縁のワ佃′tうーヶルつりてノ終極弼・千如｝′昧掛二束てt・まように居扁才℡  

（、ユ軋と）  
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泉さと留水理象 一骨垂について一  

飯甲谷英次（北村良盈耕蜘琴舛）   

後免のよう．に阜ボ老臥し、しり、も新帝への人口集中が為しいネ瞼ごl宜、一たび象脅  

に見舞われなと、脅牽はゃくの丹野に長篠邑さたし、更にlよ、2次的任螢雪もかき起  

す。又、頚骨地学そ、は、象雪が旨い塊倉ごlも、脅のため檀尊矧こ鹿民の故請や産敷石  

動lて支碑をさたし、これもー碓の脅牽と着えられZいる．   
雪雲とし、う名東が彼のれるょう1こなっkのはゼナ礎石いこと己しま古い．公の功ご  

用いられたのは大正の泉幽からご、曹囲の吐為ゴく才（将に農村）を向上させるため  

lて．いわゅる脅宅間担が政麺の娩ごヒリ上げられ雪喪軒家の地場された．  
一報の人々の間そ・脅蜜ヒし、り吉葉剰如つれわようlこ石ったのlま、これよりごらにめと  

のことごある．田梱の韓丼邑綱べてみると、紹和2？年1畑に出版ごれたものには、  

嗜留ヒし＼り吾集ほ救っZいない．酔軌て蘇っ乙いわ曹垂の定義も時代と共に覆ってい  

るが．如掴発透し、社触應軌てなぁkつれ留層の西風が奄化し′曹卓の彩管  
ボ広絶軋二及ぶよりlこなったため召tあ礼例えば定席免（岩浪）l二よると、啓留の観  
鴫lま次のように奄化していゐ。   

昭和30年 疎密のために軌丁わ農作物などの嶺曹   

Ⅵ晩叫年 象乳頒啓一密輸のたれ女鹿横風泉花札康造物など炸臥ナる  

袖膚   

一かこ今昔の脅ホ碑ぁと、殖脅や戒きだきりによわ長盛魔の開銀、なだれlこよわ席  

遽朔の拶腺など直藤的な敬啓の肥lて′桑軌こ嶺蓼が杷上を窺っているこヒlこよむ彪石  

の利えさ′産直諸動の膵留などの曹による不利益も、あい亀味の専管ごめる．   

頭郎l射掴寮盤路戎が制定されて0＼らは．風の子肇瀬電lこより、■絆窃路線は、大  

中lて増えた．感知封年巨は家督戎が制定され教育・慮外水産・連毅・席息面の車果  

lこ射し風けらの財肋が行われるようになった．これらの尭凍そ象敬啓と東尾さ  
れた商嫡t旛担上の52％z小′金人口りJβガがこの濠脅矧二度んそいる．園の恵曹対策  
経嶺の竹〆（比請塵lまg8〆）が遺路除曹に費されÅ廟の東通秘策の垂客椎がわかな  

そ＿吸廻，地方色諸仏ごも窄くの脅密封訝条例が定められ乙いる．   

曹曹の大きさlま．脅の鼻の絶対的な人きさと′骨の灸激な摘伽に粛休しぞかJ′前  

方lま最孝積脅深′碕為は日韓曹諌て、、ゑわされ礼日ふの最大頗啓発の畝録（風教者）  

をみると、J超」絹晶県酎・lぞ、御伽l．（韓和瓦ヰ2月2‘日）′20価～－も£引仇ご入  

部針ま比直そ忍良しZいる．北森直の最大lふ倶知事のうノウ彿．（日蜘亜卑3月）ノ札健ぞI  

lま柑70れ（紹承＝4年）と丸坤と比べるとほる引こヅい．し勺＼し100β人以上の人口左  

か甘える丸峻の浸水邑禿えると．脅勧ヰ凍はやはり重曹鯛ヒいえる．っざlこ日降雪  

の課さの参乙録星みゐと、I蝕ま畠山県裏目のほ飢凧（8晩2碑2月公田ノ2α牡さ・も  

佗ら飢ヒなっ乙いる。20捉まそ、の中に化繊が4脾あり、最丸ま4鹿のJG血（遠島  
鹿艶礪和宮卑）′凍りの3細よ十終ぞ僚度しZいる．北海垂のイ如か、すいれ乙発達した  
j久乱臣が丸子井犀星地上したときに発足していわ。北路の象軌よ脅の号が比尊慮に  

比べ廊速いに争く′ その頗与を高橋喜平ごんの真書から紹介しよつ。高橋さんは和寒  
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県十日町の林貰試験塊払務そ、、鬼脅観剰の杜革もしてい上がβ絢20年2月2占日には頑  

昏輝が勉与川lて達してし、れ 人々lま尾根の句左・む色や連絡に頼み重ね町のい巨る軒  

に高い1曹の塔楢乍られk．脅の路の薪レ、ものはJ占刑もかノ、これ才丸換宥まっりの大  

雪像て匹敵する，当頭は欄Lま自動鼻が走らなし、ため道路陣風言行われす：人々は踏み  

固まった骨路の上さ歩し、た．この仁めサ折角が連絡から尾叔の上に舞うZ′性教をした  

とか、■適路と軌、ぐい∈参観て郎ヲトかけた、神社の鳥居左きたい子l通ったという  

着えられなし、よう百詫び葛灯れZいる．   

北題適の大智老の例をあげると、そのlつとし7．日召舟抑射2即日の麿種老骨争毅が  
ある・日射落そ鷹逢しり食気圧が嵐綿を席断し、造東海上ぞ傭輝した仁の暴風脅と  

伝った．舷明方面の義昭皐紋が最も親電ガ大きく′竹薮の速壇橡鉄路のうち夏媛ノ躇J  

痩ノ阜基戊碩き覇敗方は老新劇専優ヒなった。属国蜃は、連番矧仰あたり柏略以上  
もあった。尾骨争紋は速車銀牌の頻専のみならす－、人々の及卦て与える彩管は太さし＼  

例えば及閻の聾内照軋ま勿編のこと′衆並己lは女鹿億ち磯の席止、断水′銀行オンラ  

インの膚止．求凍食品の腐敗など、産三石がパ酔いこなる薙倍啓の諦劇て訂する勅響は大  
きくなっている。珂じように′飲温・盈路・俄雪なと一女通席料発直した現代ぞ・は樋に  

対する勧窄も入さくな包確知叫卑2月吉日′日本春の発逢した腰免庇ご直内lま東風脅  

となった。画鋲そ・は嘉8本の列車が五姥足し、違静ぞ，は風塵軋並々ぽワ路線が斤通  

じなった．直中営薇は金直のgにあた訓2拓校．高風ま¢薇が臨画椴ヒなった．囲  
遼12雪線の丸剤丸橋付血ま唆さだまりのため五経度したヰの和ま巨細も盈り．知伯の  

車ヒtら00人の人が車もろとも魯の中に閉じ込められた．金串を載缶するのに谷崎軋  

風連の鯛亀には摘草閻も畢した．   

企画のなだれ争紋の統計によぁと、大正り年から路和女略の蛤年間ぞ・J出展の死者が  

ぬ乙いるが、最止ぞ、は山奥の集落の刹工廠山′林業′水場電ダ卑のエ争竣埼なじ  

山閣率ぞlのふ新藤軌磨の戎ゾ、密度罰衆の沓＆なとにより′ なだれこよる死亡者は滅  

少しZいわ・ちなみに比菊豆さの死真の一各人きレlなだれ争故は躍如占卑射律埼  

の汐象）‥上象り発＠弼ダムエ車線塊そ、なだズ＝こよりj摘の徒弟星出しているがノそ  

れ以後丸窒の死着をぬすなだれは比各適ぞ・は凝姐してい缶し、．しかし山困却の新たな  

通路の閣軋入キー娩の鯛乳登山人口の勅町より以前とは違ったなだれ阜絞が起  

っている．北海直そ、の啓や尽さが原因と考えられる人身車蚊茎踵永由～裏年のd年間  

でlみると色動阜単軌こよるものがド門碑♂最も毀くノ動、戸1見得脅の落下によるもの  

ク手付となっている。焚蜜は進化するといわれているが、昔は曹（こよる由軌単車軌ま、  

脚線と購うなかったもの吠阜の普及fてより激増しkものご、、剋倉醸造の如ヒ  

lこつれ、新た碩奪が起っている．上1てめげた自動車争紋のム与〆は早のスリッフ。ガ療  

寓で、lスlトソプ防止のにめに嘲薄されたスパイクタイヤが直榊撮の頗摘′削られた  

娩じ、んの人体への勧敬頗Tたな礼節司題ヒなっている．自滅現象を人間の都合のょい  

液畑アぇつけ鋸額疎ま尊命ないご1あろう。各鼻Åはt某す・やってき、倭の鼻はあるが  

l卵、1脅も簡る。卑が凍っても裏ヒ恥、ょうなノ見習のをい地方ヒ同じような連濁左官  

むのは終理でl、魯や尽さと東海する負荷が－甚争召lある，止碩、阿垣、え魯ノ射卑ノ粗  

密をめご、lした町づくり遭動が解析れてし、るが、耕尊薇術のカヒ、芝の有礫的、劾卑的  
な三石相互はげる行政面否、の軌が班争そtあ包  
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植物の耐凍惟と寒冷適応  

酒 う事 昭・0ヒ大・柩納骨舜丸竹）   

植物は氷菓．下の温度を、凍結乞屈適し乍り、あろいlか黎結し下水阻で耐えてし）ろ．争  

くの植物細絶や組軌ま細胞外凍結で、すなわち細胞壁に確してそのタト恥こ水巻村ぬL、  
柳乞白身は凍御免水され下水賂で耐えている．この場合、その細胞わ、ら勺、互り終れ手  

ところlこ水を締出する場合揚あろ．現在のところ、細絶内が凍っても隻きていられろ  

組砲はまだ知られてt）ない．いす、一札1二しても．細胞叶凍掛大敗でIi、あろ温度までlま  

細胞内の水任温度イ垂下ドフれ凍酪酸水力ヾ進むが、氷が細胞内lこ傾入できないようなバ、  

リヤーが蕗直していろ．し小し、細陀叶疎終で、あろ植物lユて∫℃の凍結l二し小耐えら  

れ領一のド、零せ一他の植物が一軒Cl大下等でも耐えられろのか＼ま釆紬絶外凍♯て、、  

あろ博卑東棟以下lこ冷されたときlこ、なで’赦すろのかドフl）ては、までえ命な説哺  

が与えられてl）ない．   

蕗壌広葉樹の枚の木斡の？・e率いら．叶l二向って数列の細月舞が放射附こならんで・  

りろ．これを放射細緻とよんでいろ．冬の鼻音磯の枚の本朝放射組軌トラ∂Ocl笹下ま  

でも過冷申できるし、き吾＿野外では過身中で越冬していろことが、いろいろな・吉成  

で庵旬、められている．不和の甘いの矩蘭諦一∂～一げCで凍っているので、、また、凍って  

い布い放射組織細胞の7kが、寺ど壬わりの凍フ釆組叙ド向って脱水されないのか、ま  

不一なゼ辛かノの粗紺｝、らの租氷があ、こら肯いの小耳思儀である・かそらく．杖射組埼  

盲嶺蕨すろ細胞の鯛舵度ヵ、、あろいは細胞碩が巫を逢過し寺、一千めと考えられろ．ま  

た・商議が癒為して＝ろ可能性絹えられろ．いす、れlこしても過吟申であるいら、本  

朝放射線織の壊植生恩遇度は一如～一昨℃までであろ．辛夷．争くの温帯性轟音軌す泉  

温が丁灯C以下ド下勺ヾろ叱威には＼ヤナ干、属・ポ7・ラ属、シラカンベ属も繚いて、ほ  

セんど、分布しでt）互い．一毎●Cl久下lこ冷え込もところにまて■分布している上吉乙のち尾  

の縫物は、不鼻数分射てい絢べ乍tころ、不中萩射組織は赴今年ではなく、解凍外凍結  

すろ能力ももっていろZヒが利絹し丁こ．それでは、ヤナヂキと小の特別ド耐東棟の高い  

落潔樹ヒ、惇わ、の轟音樹の木部放射線鱗の細胞ヒで・ほ、購塩と轍絶がt・・のようlこ盈フ  
ていろのであろうか．轡ヰ輝い綱薦であろ．   

化譲濾で自生していろトドマヅやエソてツなどの針賃料の冬芽盲切ってみる七、1  

の乎t叫lこ2ミリて、け、の大きさの韓色の薇家康塞があろ．患ド乃フて穿町子ころぴ・  

ろ七、これが1申長して新補となる．こめ枚余席暴のまわリドIlヱβ～3（堰からなるリソ  

埠が－と・ノまいて枚発庫鼻毛冬の乾燦から寺っている．株券原碁乞芽ヵ、ら切取7て7Klこ  

っけて凍結すろと一∫Ocの凍結lても耐えない．しゎ、L、冬芽のなわ、ドあろ1天龍でlま、  

聴衆原産は一写0■cまて・冷ゃされて七生きている，冬芽をセの基申で切フて示を熱令萌  

すろと、破貴席基以外の須の組織lま一gO～一／∂七で細絶叶凍結すろが－、頻発卑基のみlま  

TZ～一／盲℃まで過食申する・その手め枚希庫基中の水は、みもlてゼの下卑ド、ちエうと、’  

脅桂のようl二、水与析出すろ．セして岬フくリオをP壬れる碕ドは、芽のヤの叔舞原碁  
lト牛∫oc吐くまで－も生要ら止ろが、速く嬉野すろ碕ドは、釦門ド枚弁俸長和こ凍結  
がおLって死ぬ．し辛がフて、線条厚鼻の笠在寮略私書tま、過冷甲のlであ、）t毘フて  
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埠中速度lこ‡フて倉しく突なる．虻適温の針東碑の酌ま、やつくり食印しても、一卯～  
一昨℃までしカ、耐えられなし）■泰阜焚付軒で鯛べ乍ところ、過食甲の瑠合と直って赦兵  

庫鼻が凍免すろ過度抑止で潜熱の放弘は絡められなかフた，このことから、親虐の晩  

木下よって枚貴腐鼻が凍死し乍ものと眉えられる．こうした凍結凍訂与、われわれ牒  
あらモlて泰郎卜凍緒とよぶこヒlこした。すなわち薇象庫象巨嶺叙してりろ如紬、細  

絶外凍結に耐える綻力ももた巧＝が・各宅ぐるみて竹串カ＼らの礎氷凍結を紡ぎ、ながら、  

凍結脱7Kド耐えてし）る．アラスカ内陣弁で越冬していろ針尊樹の薇を札洩ド空劃して  

もらい掬ベtヒころ、これらの青も暴曹外凍緯で耐えている甘ヾ、北穆遭の朝食御ヒう  

がい、一クβOcまて一郎？しても雀乏てい乍。寸なわち＼アラスカやシベリアの軋寒帯針  

寒村の賓の薇衆療碁仔鋒度の絶7トド耐える終ゎ毛頭帰すろことlこよって一わ・c以下ド  

診え込む厳寒の経て・も隻芝ていろ．恩威外凍結でlま、増卵の線桁ヾ、細酌卜凍蘇り  
も非常両＼さいのが瀦微であろ。セの衷味で思曹叶凍結細胞外凍待と舶坪とのヰ  

伺的性格毛もってし）ろ・すねわち、中フくり今年三れる碕半ば如月わト凍終始性格を、  

良く吟申すろ時にけ過戎申的′性格を禾すものと考えられろ．   

頼子植物の争＜の社費や吸水頼子も暴督外凍綺で越冬している．吸水し辛種子で甘  

絶句如ヾ凍れ－勘敢ねが、東和て感度が凍賭すろ．フりで、胚乳や腔甲の水が磯皮ヒ胚乳  

破のあ＝た王水も析敦寸ろ，そして絶や胚乳は各留外凍終で、強度の凍結脱水ド耐えて  
＝る・モとえは、－レタスの轟音ではづβ●c以下の球掛二も耐えろユヒが匪られてL）香．   

一般tニ如薇の熟度組織は細絶叶凍緒、木帝の放射組織別旦冷軒釘膏棉の冬芽の  

救命鹿塞や親子植物の乾芽、吸水應子拝各色外ヰ給与すろ．之のようド植物の組織や  
春宮によフて水兵下の温度ド耐ぇる適応戟如ヾ異なフていろ．   

熱や植物甘け～げCの温度ドあろ軌句王らされろと牟温瘍客ちケけろ．この喀普通  
痩が敢帯植物の笠鳥下醒頑慮ド相賀すろ一この冷温鳩舎は、生体碩を構成する幕僚の  

液釦＼ら同相への相奉移がゼの一攻的原周と考えられている．追考植物や温度帯複線  
は愛舶勺2∂一C、冬lま∂～一刀℃の坤常ド衡）温度下で生全ていろ．ゼの千め、これらの  

催物甘、化以下の遥序でも管領頼経乞保椅でぎるよう、変わ、ら昇一こかサて、夏型小  

ら冬軌二娼儀正樹程転換して体制の租如ほかろ．すなわう植物碩の沫鮭のままで  
じ、っ七冬毛耐忍していろのではなく、ロOc吐い温度で、細咤の碑且や床分ち変えて、厳  

しい裏書ド耐えられろよう如月乞をっくり養えろ．こうし丁。秋小ら冬ドカ＼けてかころ一  

連の体制夜薇の租象乞確過馴イヒとよんでいる．熱帯植物とちがい、窟華や亜寒帯碑物  

は偵過鮒ヒ能力を轟帰すること－こ⊥って年温度載差の身しい温和亜泉帝で、も富強で  

きろ・また、温帯や亘建碑植物は匂己d貨殖環の中に柩温が組込まれており．あろ程  
度の冬の寒さドぎらされないと富岳できないしくみドなって＝ろ・   

塊孜のグ厄一′ヾル母線引ま妻板ヒ浄水置から絶叫芝れている．し小し、こうし合併  

叙顔て－は、租物は受身的な立噺こみがれていろ，植物の側から寸れ持＼薇物性異なフ  

t把威の、葵なっ丁二塚壌ド舶吋ド分化、於赦して租在の植生をっくりあ腔るのと  
考えられろ．魚礁変額1てよろ森林の砥生の薮逢も1司けあって、如長夜山こよって植  

物ヾ受身l二移動するだすで拝なく、変化し7こ如貢ド適応、し乍裡ち命イとまゼ、こ山二頗  

禄的ド対お・し七面をも挿せ考えろことが■血卑である．地坪上の奨なろ気掛二璃する  

超物の耐ン如生は、生育地の各の寒さト対ぬして高ま「ていろ．ニれJ召集さの厳・し．－と  
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ころほと、、寛ぎl二よる自然盈裸が強く進むtめ軒ヰ悼の高いものlま■も、りの塚田となフ  
てl）ろからである。硯在、把疎上で鼻さの皐も厳しいとこうまで命稲毛歩1デてし｝ろ耐  

寒性の高い頼経拝マ、y杵のマヅ属、トウヒ属、モミ属、カラマツ属の牛属ド彼られる．  
セのイセの科、属の植物は虻方の覆車卑lニまで、分布できる樹塵を分化Lてい寺い．第三  
紀也捌こ高郷麦姥域七夏で分布を拡ナナスデ村篠軌ま、算三綻耕せ以降の気温の櫓下、  
季節性の教化ド河応、でさす、 絶滅すろか、ま乍ば線化ド塵界的tて分布しているJこすぎー、  

ない．一解ド凛なる気候卑ド広く分布し、し小も療数の多い属倖動云的夜寮推ド藩サ  
環境盛舟能力七ヾ轟い、埠して、こぅし辛植物のみが耐身性の高l｝獲ち分化していろ．  

北ア≠リカ、ユーラシア六経の広大な盈東卑杷威は、わす、か1∂確信と・、の木ドエフて占  
められ、比方針凍樹林やが叔、立していろ・  

以 一L  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊’攣 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

曹と氷のt♯会  

「曾と氷のt幕会」が，昭欄58年1月14日，15日およぴ30日に．札幌市書少年  

科学施主t．日本雪氷学会北海道支部後摸により内儀きれた．氷の薄片製作実習は同科学  

飽の低温実験室内にて，舌の結晶のレプリカ作成は同庵玄関，積雪斬面の■霧は前庭にて  

それぞれ行なわれた．垂加著は8－9名のグループにわかれ，午前または午後に3コーナ  

を廠呑に囲って実習を受けた．参加権穀は129名，内わけは小学5・6年生88名．中  

学生9名，高校生5名，教員9名‥ 父母10名，その他一般8毛であった．講習籍導は．  

科学蕊・高輪■哉，北大低温研・大伴武都美，外塚 信，ヰ本雅之，入川★理，水野悠紀  

子，成瀬靡二が担当した．   

なお，講習会後，科学館によせられた感想文の中から一文を以下に繊戴いたします．  

r℡氷の世界」に参加して  

常磐小6年  花井文恵  

私が一書心に残った実鰯lま，氷の薄片つくりです．キラキラと光るのがとても印象的で  

した．今までは，ただの透明な転体だと思っていたのですが，こんなに美しいものだとは  

見いませんでした．同じ氷でも種類や切り方によって光り方が異なることにtきました．   

曹の結晶では，いろいろ複雑な形がありました．立体的なものもすてきでしたが，どち  

らかと言えば平面でいり組んだ形の方が好きです．暮いたことと言えば，粉のように小き  

なものまでが，大変複雑な形をしていることと，結晶の一つ一つは，透明な色をしている  

ということです．雪は白い色ときめつけていた私にとって，新しい発見でした．モして，  

「結晶の一つ一つは透明なのに，どうして白い色になるのだろう」という趣向が一つでて   

きました．   

最後に積雪斬面ですが，地■にとてもよく似ていました．今までは．雪の斬面に興味も  

なかったのですが，今度から注意して見てみたいと見います．   

今［＝ま楽しい一日でした．またこのような会に垂加したいと見います．  
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把ち紆絶食  

啓 ヒ 交通  

痢和5旨卑】日28日、欄＝怖との果値l二よ  
刑如＼れK．当地での経絡合！才、二れ耶∃  

軌申乱行に喝すち何題安′を、冬の豹象、争  
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ラ回目Z：－ぁち。今伺は、思潮何の自  

及びスパイ7▲？イアの席過と肢  
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∴  

賭場蕨抽象旨の紺賠これ、ふ迫Zt、の自動車単軌二勘レ7年く  
鋸心緒郎中開単軌、捏び自動車工学p＼らみヒスパイフ・ア  

イアのを金檻についマ釦スの舶載和て丸顔いをLk．如如、一郎軋和ま  
軋餌肴凰二剛糸のあちノ＼イラフ、渡船象考や吏通富合の遇う為ら200人以上lて乱  
し、人里諒恕であった・川原朋れ（阻＝帝帽軒）の司針こよち紬討斡Zいぼ、多く  

の眉尉拍咽耶淀超され施賂持各色の受渡耶好打われた．ぅの甲には、4軸巨軌  

申の速乾の躍碁、スノ＼イ7・7イア＜の動緑色膵Z・tあり燭倉にょっ？ぼスパイフレ  
ス・ワイヤのち耶を合甘掲伽てあちことや、商学け射摘擬の鼻伽丁さ洋ど、好周何  
で興味動昭軽舟各柑った・このょうに、鯛のぽろ鎗絶食と苗欄に伽うこと  

がよ弦にのけ・子一マの象邑ぃら碑呵の紹中て皇ちま？、、の今くの着々の街飢九勒二  
佃岬所長に竪の隆碑の抑脚があフにK択一釦ノ、ここに発く鮮郡いRレま∂．  

＊＊ヰ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ ＊ ＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ヰ＊＊＊ ＊＊   

化石弾指合   露和5略＝司2宮日 弾‖博牒j化合鋸   

テ ー マ   「暫 と 東 通」   

絡経度び碑頒者  

ll■旭Illのふの豹象’’  

Zl■ふの安逸畢古記の菓鮭■’  

ろl●軒才どうしたら滴らけい甲＼”  

4 躇血Il畏、と針’（う0命＼）  

義解勝二れ（旭Itl把ち賓客自）  

布野正絶氏佃‖lち面馴博牽案）  

媛l司 書拍㍑〔額迫工要人普）  

柑＝膠蕃敢絶愈lこあ17あ  

鹿家   
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地方級緒合を開催して  

）り 鳳 凰 男 細い帰心凰弧）  

学令い・う青煮の響さが，一1服市乳のオ仰・れtて且尊りか1ヒ＝・ヒ、・う叙じを締れせち  

の汽・・ちうかと．滞日頻発乞てIlた。こ♂如の気椅の曙lてl才．争かにこ九＝・・数個相川  

で㈲捷 

昨秋′骨水琴各比掛温灸二印の弔事の乞箸か、ら．地方敦あぁも細りで・凧修してもJ＝  

ヒ蛮風弥ちしりこ冗・．1k絡も、正息なと こ ろふっと．そんケ憩l・仰l・乃lすのれので・ある。  

地硝私心ちk引受＝甘み私菩市町村の担当斉lまl「臥l牒飢、・絹うれ－て十いじl暮  

甘ま任ちと郎与lて∴とLて勺、く争くの市乳の巧が・托卜牟押して」・宰∴托・けも］」の・卜し久l・  

ヒ・＝●●甥もろのであろ・その欣叫私署‘よ”守谷ヶ 

． 

の東電有lてl言祇lて申し飲甘いと払いキが・ら．菅谷ヒほはど鹿い千一マヒ内乳与ち廠＿ll  

了ろ ことになるので・ 

さて．今回の綴萬各の〒 

の准の一つがt・比国ド礪良 〟摘  

み快史温風臥？史態ヤ、申、旭Jl】瑠で・ほ東風平呪え巨塔事飴琶葛もし．市乳絶ぐろんて－え  

風音合朗打ち嵐凧レて’さ・ろ：とを絹七斉乞托師承で▲ある． 

とこ ろで．圧風に瀬見も範川北街っhくリヒl・7 ても′ 孝吉間冬り′壬冶を今風なくさ  

れろ佃＝＝ことって（ま．行声餌勺トも施あて予晩稲介野l二重ろこヒlてなろが・．私語が・最も  

刀を入れ写LTれぽ・ヒ語乞て．llち こk仔．乳の甘ん卓立琶かで・伏且句もの卜して‥ノさうと  

丁ろ市乳の患鞠の露3り も回ろことで・あろ．tl＝か乞うと．佃‖沌軋の呼ロ、ち 〃ふ13  

いや冥・′′ ルふけ熟しトくl・′．ヒ＝う声か甘くセろことであち．   

巨し甘Lこl私尊の日常雀洛を見庖訂ニセ驚くほと‖比国で篭絡すろトIJ朋足しくを、・多  

くの変態ふ・鬼喫し丁られろ．し久が7て．私署郡・比国の′雀適え賂を正しく観執し．そこ  

に住んで・し．くこと玖珂愚詠をはっユリ と見砲め．士ヒ薗で功雀冶も敗者Lてl・さっとす  

ろ愚詠をもつ：と仰最斗幣専なさとで・あろ．この宮夙lニーき．脅や乳ご軒つヱまとう比  

回卜惟んで・いろ‘‖ゼと・・う しフかり とし打認識膏心フこ とで－あち。   

ここ数寄泉∴旭川帝が俣倒して、・ろ1ヒ奴禍森田の氷温．冬ち摘く児号写経給血軋も  

ニ ラし作風熟lてもって取り組んて‖いうものぐ・あり．今回の練海谷もその一環で・あろ．  

鴫K．知子Lニヒって今回の荻絶食・し‡．旭川骨牌これ手で且めてさk比官雀指向魔の松  

組を芙ロろ犠各て－↓あ つ卜し．今後．の封」司ド親鼻．をわL・h街プくりを塩′劇ろ日与【てもし  

托Ilヒ角乞 て、l区のであろ．   

飯島各の当日′ 骨の友衷乳中和呵級温てIlこの経絡各の弼俺ち如フト音軋伊金塊を瑠  

あ伍．二魯人収ふの倉璃巨人れ甘・有川尋りド考7ウニ市乳もtlれ．免の級の中lてあファニこ  

れ寄で数回同権しれ号令の璃乳し才．甘7ヤ、リヒ消ぇ去フてttフ医ので・あろ。   

比臥こ硯象ちあし・杵旭日の阿っ・・乙りも、どぅやら乳男化Lつつあわと艶‥なが－ちも．  

旭川lこ脅かh碑ip♭り綺くこの節凰ド、骨水琴各の乞仕方の御凡乃毛今後ヒも瑚綿いす  

ろ姐穿で・ある。  
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佃丁‥の冬の豹象  

岩原賂エ（塵7′I地方豹象台）   

J・ま九がそ 秋定のも乙、羞治刊のほじりかぢ艶める庚白レ一大智山の山風けには  
、巌じ＝冬の虐太れをも魚水吾せ■ち果し・さがある。その山佗も、Åになるとなか机、そ  

の食客亀硯で甘く灯る∴脅豪やスそ、、ノブ、、に窺わ火るロボ多〈なるかうて・ある，冬飼何  

者えら九た山の留【ま如、う象に机丁ての初物仔水質凍ヒなって水帥糸底裾に利用  

亡九ろ。L万、も・あ碑丁りのとうとうとした泉れi、丸遺風和ませ仔がら神尾峡谷言出  

て甘茶海〈く象って行くのやあな。二のように水の循環＝だうす主級が大体か与の  
絶後Lた季静風てlゎな。7ジ、7六、倦ヒ太子孝乙1Jう東森孝の鼠う傾城／二級麦れた田本  

材軋lよ＿処強電めぐ召大魚の薮蚊カ＼ヴ軋ろとÅ卵内ば椅／二、低現象の糸生しや有り条  

件せ碑九て－ノろ。イ的直が条乱川・がらづb毎軋の丸佐薇けた後．孝茹風邪櫓って＝た  

亡ばカ＼リノニ・大佐カ＼封玖倒してくろ。日本海上を炊ゑし．て（ち過絶ゃ，海面骨弓の吸  

湿仔堅気tの柑泉城り逸し仔ボぢ、留廃せ巌吐、農産ズせてあ浄か津／り対面ノ。入  
〆てくろあて、あろ。  

2・雪 泡Jりの＝司の砕氷登鋸加庸、海岸かぢ3β～卯脇に命存する今宮地備（Zの加）  

の掻か・ぢ、壇て・あゃ。専断ま懲夜ダ／トさ・Jたれ落下線度  

瑚坤木軌領、．乍庖の威‘f二女絶亡友やすく・．そ九だけ  

卿多の′彩管を大そく一灸オろ∴飢ぇぼ、㊨席の菟丁直奏／  

彗左、高良J、∂極、、矛均囲温ノ∂瑚s乙頗足すうと、二の啓  

R  ■■Ml◆ ■t■  キ．8  ■■●l■ ■・0†■  キ■  
皿  54‘【  柑69．2S  303モM  料弘  け6   

】2  42  1976．22   

48  柑67．23  2ヰ3  ‘19S8 ■  80   

2  38  1969．1  105．  19引  ％   
3  30  1g80．10  170  柑80  62   月の．落丁兜笑は象斧旬＼ケ即癌礼カ所／ニ作ろ．よって  

昇か■妄∴■占0飯食・ソ簸れた恕〃′が大官仁けろためノ二は  

海
曹
 
 

師友、後確叫紅軒（′？タデ蒜J  
敏の奉友水ねくノ、 

をのような条件がそろケ窄lまダ7見て・も命るよう／こ7′月て1あろ。留商碑の／／月の  

海水温は／／夜冬／・2宵の2倍泡く．東風迫q脅負が大略かす玖出す路は、肇の為り鬼  

範仔㊨敏が雫、空て、ね半丁何血才冬、入り軋むのて、あ各。日本海側の乳敏官翳冬は／・2月  

に大宮を紀飽して l」る・ヒニろが多レ」申そ、、注目すべ竺ニヒでlあう。けみ、和知大智  

しi′じ理的、池愈軌二もÅへの準備が才色患な暗て、あろため、衆官仁縮小、〃そやすL）欄＼  

ら十分注嵐がゆ卑－やある。   

牙l凰は旭日大帝時の7糾ヒして今風川9日の大気凰乙地上泉絶を衣した。殖負  

瓦の灸象、泉ぁの絹の偽り叡町卿卜付血の総画玖（ムへ9cれルノ仁対応する隆史峨の  

暮
■
暮
t
 
 

名産ボ特徴的乍、あろ。  

3、卑こ   一番吟え軋ものは、久象以後の／月下句  

名、椅／ニノ戸Z与β杓、う3用の何ぼ最終各港の出現率が為L上  

p しかし・士の恵ま恕仁向うの乍、ぼ仔く．2＿閂中旬ノ＝舟  

び及仏教息の根′ト凪が現われろ。二血、官有水一ツフ淘分  

針二泉水が薇降し、より吟えやすくr訂ろため乍、、二の項  

よく卸】伯山二為乳旺がて、空て田舟海相うの、暫l象ハ塩入  

せ磨げてし手う∂  

t
l
 
 

T岩12mm126qⅥ  

a  2▲  】  6 h  

l●l● 矛l軋ね＝の大女  
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観刺凧解以東の彪イ良風混線値（  

崇Å）の絶年変化鼠軋ると（牙2  

萬）、上級が一Z2■3夜4、動きり薇  

－－－‘■ 
－‥‥  

． 
‾30  

幻0、Z・反身の凱谷て、喉抑二上尾し   
‾‘○  

て－，ろ二亡が患わ。特に／9∫碑一項   

灯うは一∂0夜以下J二なって∫＝ケ＝  

。ニのりメェ殉え斬らく在ったの  

lノまエ了Il管曙食味で、な－1二℃が、牙  

2旬エカ＼う醍弟う九る，固レ牒内   

－●●●●●●●■●，－■一■●■●●●●●  ■ ■■●－●■■●－■ ●■ ●●   

鶉鮎わ卿ヒ（h叫J凛）  

1館0  1抑  1■0  1I20  1羽0  1瑚  II50  11与0  1I70   tI10  

倒，乙成  美冬の最権現膿の経年変化（池”り  

冬祉剃即本一の紘飯ぐ射5産）丞  

£っ人口贅他のサな＝臭覚町（碓起おぉ人）ヒ叶乳植勿温（ノ月子珂）のゑの変化色  

軋ろ乙、／？Zα年代才て、ば脚】との凌都合くなかったのノニ′麺刊の人口ボワオ人／二乱し  

た脚線唾什ぢえ凍√り炒りのオが3～∫夜色射勺に竜く作ってレ′ち。最高気温q鼻  
は／頼各項乳」、ぞくけってl】る，廊酎ヒしつつあろ麺呵（確を錮人）は刺す、うく  
鮎リノごくく作って‖ちニヒが命ろ。  
各、裔  冬の壌日数（／持／～／9go）は／月が  

一番考く／∂8、／2月ヒ2珂が7日、3月が4日ヒ  

仔って‖ろ。裔がゼⅧ、って－一ろ綺何は及半逸書、か  

ぢ射ぬ直後劣やが診り．しかし・命今のノ月∠  
日は、日中も顧が強敵 

ぅ敵背し＝7日そ歌った，その時の魯魚状況已克  

したのが勿門凰て・あち。二九伊ら命ちりに如J  
岬照埼即18綺榊困厨の斗命扶乍畑鞄瑞匡′ケ  

仔＝．千畑風向灯う粟析乍泉後任、纏Jl何血㌦こ収  
Ⅵ研巾▲ヰ   8割り如こ触嗜  

坪う阻喪の白  

東研りにけって‖そ、宕掴的ヒ冬砥が葡く、吼＝、亨鍋が上Jり愈他動二次尺ヒ  
てって＝γ確キ酌各う この日・券如密の中も埠一】て一夜終に向って′いた式Ⅳ・瑞軒に  

ょって梅錦ヒ軋免しが敷く（ね私′ク九位）、をこて・は工場の乳惣が恕乞え・′たのぞ、あ  
る。よって軌甘釦塑内の温良の鳥L沌禦が）今や○奴ろエビた‥よって教生するので、あろ  

が．．＝け巧の水温亀、工射線や阜の離乳ガスがかかフて一偏液夜色高めちのそ濁る。  
∫、あ乙が毛、 怨‖JのÅの現象作以エの£う仁・その施頒的象件かう考野鼠横  
断衆序直の豹甥冬射ヒ／二髄ん宵もの冬ある。賓客風が軌潤lま／鰍二各がみく・勲  
知命丸乱打ボ賭け・牽乳肘智－ニよって削られろ。二九拝及して、青草凧が紛滴 ・ 

J
∴
・
 
 

l宜、大気が卑軋し宣しlろ乍抑衷もヤ肯く、夜呵練ぬミれち敵がろ  ・
り
ふ
丸
 
 

か
ゑ
 
 

拍
永
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イ
t
 
 
 

・
ノ
ー
ル
・
 
 

げ擬しく作る。ニのような略は風も絡く・シろ敏和噸ポイ針二そ寄り  

奇綿冬麻が如し矢免1部む祀那奄も艮紆す£う／ニ年号。  
ヤIfら．知性如㈲－啓仁抽わ血てL∫うオが・幽4、史化軌、あう  
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冬の女通草枚の失敗  

濱野＆施沸い博象寛東屋努一課長）  

ばじ感lて．  
努埼、▲碑⑫曹じ、、りぞ甥瑠象はスベりk従即ろ灸頚車軸翫kヒ乙∴4らす柔j緒  

確鬼談の才、軋周忌電線を、佐謁宣伺ヵワイ絶亡｛失い、勺牟鼻別電の増粥7よで、亡くぺ  

与、、弦路の紀密ガ連敗牽托乙たち碩釦争席予線で胡りう雪・ 冬頭の貧蔓輝線乙  

篠虹うろ久れ心憎の恕雀ヒ工久ヰ｝老オ三¢失み各軸施糾わ碍のユtノJKチ1  

む／バ／人力‾ネ卓勿周御f乞正しく押隠宗教しマイてめそ適什軸呼で右ぞ長く写の  

ろ：亡夫7老杏で窮り冬う  

孝玖の衷私  

寄席1’丹乞  

／．、冬郡安  
問レ咽～ヲ旬のえ遺草軋ま碑各々軍吼卑故のめ釦ヂそ占あるク／解埼憂患し乗  

冬比十よヌるの／官声名そ．敢えて、、者す。  

て   
亙上il上∠＿i＿1．j  

0欄の犀角尽称ま・じ甥吟K俊邦皆の衆濁し欠席痕頭密へ食中うろ傾向l＝あり、儲恩  

り長竹ま如適正ホ串，乱人々牽句が■生し、オう．頭和合通草好勉学衰浮医〕K噸里  
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辛はどうしたら滑らないか  

堀 内  数 （北ブ毎達工業大学棟頼工学科教授）  

冬型自動早手故の特徴はスリツ7事故に代表ぞれるように、雪氷路でのタイヤと路面間の滑り易さが原因と言われる。  

滑り防止策としでチエン、ス／一夕イヤ（以下甜と言う）やスパイクタイヤ（以下SPと言う）が使われて夏と同じように自由  

自在に走行しようとしている。しかし路面状況と遠転者の判斬ミス等によって事故が発生している。雪氷路ではどのようなタ  

イヤを使用しても夏の道路と比較して滑り易いと言うが、少しでも滑らないように走るにはどうしたらよいか0   

ト雪氷路用タイヤとは：夏タイヤに比較してトレ、ソド（路遜）コムを厚くして、プ荒い溝を掘り痩地面の横様を後々に変  

化させ、ゴム表面に細い溝をつけで路面との滑り抵抗を 大きくしようとしたのがSNである。t9朗年にフィンランドで特許が  

出されたスタツデットタイヤ（SⅣに鋼製又は超合金製のビンをトレッドに打込んだタイヤのこと）は日本ではスパイクタイヤ  

と称してこれが雪氷路用タイヤとして普及し、SNより紗が多く使われでいる。北海道では乗用車・小型車で100％近く、大型車  

でも75％程度の装着率である。スパイクビンの  由一1SⅣタイヤパターン  良一2SPタイヤパターン  

夕卜径は乗用専用で2・5～5・0出血、コム面からの冥  sNOWGRIP SPIKE（SGS）  WIM忙R剛叩IAL708（RD708）  

出鼻はl．5～2．5mで、ビンの本数は80・、120本   

程度であるっ水盤路て●ピンの効果ありとメーカ   

ーがPRして来たので、チエンの取扱いの不便さ   

、乗心地の悪さが敬遠されてSPは今や雪氷路の   

滑り止め措置として、その性能を信頼されてだ  

れも兵迂うことなく益々普及される傾向にある。   

2．スパイクビンの効果とは ：水盤路での実験例で比較してみると、   

旋回、制動、発進加速の結果は大よそ図－3～図一5に見られる。（注一  

昭和57年t1月、日本自動車タイヤ協会が盛岡市営スケートリンクの水盤   

で実】険した結果）ここにスパイクレスタイヤ（以下SPLと言う）と言うの  

■1丘 ■】■雛■の■井  

匝ふヤノー叫  ■■】Ot■′一l≠  

■■■■（■l  

】○     】○  ■■■■（■）  

カ     ニ■〉  

は近年市販されるようになったスパイクのないラジアル構造のもので、   

コム官等が従来のSNに比較して低温でも軟く、水盤路での性能が．良し、と   

言われている。野Lの市販iは未だ少ないので、一般にはその性能は知   

られていない。筆者はこれまでの研究結果からビンの効果について次のように考え   

る。タイヤの回転が停止し滑走を始めると大きな滑り砥坑を発生する。又1辛止して   

し、たタイヤが匡】転を始める瞬間に大きな滑り抵坑を発生する。従ってその他の状況   

では、余り大きな滑り寵坑は発生しない。タイヤの回転方向に沿った‡骨り抵抗は回  

転が始まるとき（駆動力が作用するとき：滑り率が0％に近いとき）か回転が停止  

した時（制動力が作用して回転が停止した時：滑り宰相0％のとき）最大の躯毒力カ   

又は制動力を発生するのに役立つが、横方向力が作用しでいるとき（旋回時）には   

余り横方向の滑り抵抗力は発生しない、■と言うことがビンの特性と言える。特に急   

制動の串】陰口ツク制動のとき、SNやSPl」に比較してSPの制動岸巨難が短かくなると言う   

ことでユーザーはSpが安全走行に必要だと考えている。一般的には、水盤が薄い路   

面で急制動すると、水盤が割れてビンが直接舗装路面を摩擦し、制動距離が短かく  

なると言う体験や、水盤路に残るビンの擦過痕を見て、ビンの効果がSNよりも大き  

いと考えている。急制動においては確かに、ビンの有無の優劣は明らかで、これを  

■一世れ1■■の■1  

楕書l如■＝帆  10  

1－j‾コーナリング仰の■1  
籠t側爛†什I  

lO   
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摩擦係数で比較するとピンのあるSPで0．20一－0．22、ビンの無し、SPl」で0・t2・～0．14で約0・lの差異が認められる。この0．】の差は制   

動初速度が早くなると制電力屋巨離の長短では可成り大きな差となる。しかし、氷雪路での急制動、特に車輪ロックは車両の方向   

安定性に悪い結果をもたらすことが多いので、か転者は急制動しないことを最善の秘決と教えられている。  

3・トレッドの作用とは ：雪氷路用タイヤトレッドの作用はタイヤ性能を決定するもので、ビンの効果を考える以前の基   

本事項であ包回転したタイヤの接地部では凸部（トレッド横軸ま雪を圧縮し、溝は才甲し出された雪をその中に一杯にくい込ませて   

盟まらせ■、接地面以下の雪を租な組織から密な組織に変化させるので丁度トレッドの凸部は雪の中にくし、込んで、その横様通り   

の雪型が生成されるので歯車がかみ台、ったような二状態になっている。これが滑り易い雪路を走ることができる機構である。   

しかし、雪を圧縮したトレッドは）欠の瞬間には接地面を離れる。この時、満にくい込んでし、た雪を放散する作用によって（これ   

はコムの弾性変形による）満の中の雪又は氷雪は紫くなるので、次の接地時の雪氷のくい込み作用が可能になる。これの後退   

しによってSⅣ．SPL．SPの各タイヤは走行が可≠拒になるQ SPも基本的にはSNの性能に依存している。SPLは氷盤路面で細い水面の   

凹凸をとらえて滑り抵坑を増すように材質や模様が改善されたもので一般のSⅣより良い場合もある。SP．SPL．Sがのタイヤが最も   

滑り抵抗が小さくなるのは、水盤路面に水朕がある塙である。タイヤ棲地庄による摩擦で氷面が溶けで水になること、又は気   

温が高くなって表面が溶けて水になってしまうとゴムの作用は、溝の中に水が入っでしまっで雪又は氷との摩樫作用が不十分   

になってしまうので滑り易く、発進や制動の性能が極端に低下してしまう。氷とコムの間に水による潤滑作用が発生する時が   

最も危険である。 4．滑らないように走るには ：路面の滑り易さに対してはタイヤのコムの作用を十分に理解した運転操   

作が基本になる。 い）急制動しないこと（早めに減速する、エンジンブレーキ利用）（功 利勤したまま車両をイ亭止しないで   

最後はタイヤを転勤させて停止する（トレッド満の氷雪を放出させて、次の発進時のゴム作用を活用するため）（劫：旋匝時に   

は直線部で思い切って減速じて、一定速度で旋回すること（どんなタイヤでも模すべり抵坑は直綿走行時より数段と低下する。  

特に躯動力が作用するとなお低下す右。（4）気温や路面温度を考えて走行すること（最も滑り易いのは路面温度が虎～一曲位  

まで、それ以下では）欠第に滑り抵抗が大きくなる）気温が－tO度C以下て●はザラザラの氷の胞子が生成され、走行中フェンダー   

等に分散し、その昔がわかる○ タイヤ堀音が聞えないような路面は降雪中又は新雪がぁったり、圧雪の表面が凍結している場合で  

ある。（5）路面のわだちと他の部分は色が異なる。透明に見える部分と白く見える部分では、透明で暗く見える部分はわだち  

である。多くのタイヤによっで雪の結晶が一定の方向に押されて、滑り易い面が並んでしまってし、る。即ち氷盤に近くなってい   

る。白い部分はまだ雪の結晶が比較的ラソダムに並んでいて、空間があると言うことで滑りにくい。筆者の実験では・わだち部分  

とわだち以外の部分での摩樗係数の差が0・】5～0．2（SPLで路面温度一血）あった。従って道路中に余裕のある所ではわだちを出  

て走れば滑りにくいことになる。（d）pF車（前輪駆動車）や4VD車（全輪駆動辛）ゼはSPも．SⅣで雪氷路を安全に走行できる。  

ただし、カーフ走行では直線部での思い切った減速が必要である。（7）A甘辛（自動変速徹の車両）であれば発進、加速がスム   

ーズでみり、これのFF車、∠ⅣD専であれば一層運転が容易である。ただしカーフの減速は早めに急坂蕗でのエンジンフレーキに   

は快重な操作を必要とする。（8）FR専で板すべりし易いならば何か 重い物を積荷して輸荷重を大きくしてみるのも良いが、  

減速を早めにすること。（9）謬の性能は限られた条イ牛の時有利であるから過信してはいけない○冬道の安全運転は野を僚わな  

いで、S孔で訓練したら滑らない運転技術を身につけられる。い0）慨然と前車のわだちにはまって走らぬこと。滑べらない路  

面を探して走るシビアな運転技術を体得すること○ 冬道の安全運転はスパイクタイヤに依存しなくで走れるような運転の知識  

、技術、深い読みのできる心の余裕を持った運転を目指すことである。滑らないようにするには、考える運転が必要である。  

又車粉公害を減らして行くためにも雪や氷の特性を知って運転の知識を豊富にすることは現下の急務であると考えます。  
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一日本雪氷学会北海道支部一  

昭和58年度研究発表会講演要旨   

日 時 昭和58年6月9日（木）10：40～17：00   

場 所 北大首年記念会館■大会議室  
プログラム  

（10：40－12：10）   座長 隆々木  
1・石狩平野における降雪の広域同時立体観測  

若浜五郎，遠藤辰雄，山田知充藤吉康志，秋田谷英次，遠藤八十－，／」＼林俊一，  
成瀬廉二 副1儀純，小西啓之，入川真理，橋本雅之（北大低温研）  

2・降雪雲のゾンデとレーダーによる同時観測  

遠藤辰雄，藤吉康志・入川真理・小西啓之，山田知充，若浜五郎（北大低海研）  

3・石狩平野の一続きの降雪における降雪水量分布の観測  
山田知充・秋田谷英次，成瀬廉二遠藤八十一，小林俊一，若浜五郎（北大低塩研）  

4・北海道積雪分布図（平均最深）について  

増田久夫（林業試験場北海道支場）  

5・低温領域（0℃付近）の着雪発達の確認実験について（第3報）   

山岡 勝，小林裕一，安味和幸（北電技研），若浜五郎（北大低温研）  
（13：10～15：00） 座長 桜 井 修 次  

6・台地と谷すじの放射冷却の比戟  

田中夕美子・藤原混一郎（北大農学部），′J、林大二（北大低塩研）  

7・林地における地面融雪量軋定例  

北原 曜，兵島征夫（林業試験場北海道支場）  
8・石狩平野を貫く高速道路のふぶき対策について  

中田雅博（日本道路公団札幌建設局）  

9・冠雪防止対策について（Ⅰ）（面状発熱体と傾斜アダプターの効果）  

小林裕一，山岡 勝，安味和幸（北電技術研究所）  
⊥0・はふく塑常緑樹の生態について  

斎藤新一郎（道立林業試験場）  

11・ハイマツの氷河期への適応について  

斎藤新一郎（道立林業試験場）  

（15：10～17：00） 座長 山 田 知 充  

12・走行車両による積雪路面のフラクタル次元について  

能町純堆，角田与史堆（北大工学部），松岡健一，岸 徳光（室腑工大）  
13．模型雪による屋上積雪の風洞実験  

その3 軒高が屋上棟雪に及ばす影響  
苫米地 司，遠藤明久（北海道工大）  

14・模型雪による屋上積雪の風洞実験  

その4・背後建物が前面建築物の屋上積雪に及ぼす影響  

遠藤明久，苫米地 司（北海道工大）  
15・光学機器による大型ドーム上棟雪深の観測  

一兵駒内屋内スケート競技場について（1982－1983）  

桜井修次（北海学園大学），城 攻，柴田拓二（北大工学部）  
⊥6・超音波による海氷の性質について  

佐伯 浩，′J、野敏行，酒井雅史（北大工学部）  
泉 渕（東海大札幌校舎）  

17・海氷と各種土木材料問の凍着強度について  

中沢直樹（パシフィックコンサルタント）  

小野敏行，酒井雅史，佐伯 浩（北大工学部）  
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忽碑孝男車蕃・け5移管巧ズ成句呼左堰剰  

¢        湛三質鼓舞／透線度碓′止宙かた′蔵書康是ノ斉と団各賞攻／  

逆縁′し十－′′卜蕗躇－／炭塵康エ′ 竜一′J毅穐′′i、轟誓え／  

入，′f貴碓′礪本線⊥（火た後温絹琴錦えPり  

冬難′  日本轟から積荷平野に上戸雪Lてく5孝女、官揉苗穂均′。蜃ノミ大骨ぎ毛たらす¢  

このよぅ行啓脅壕巧諸退．璃長方・よび絹脅句北郷寺蝮音明オ、Jニす3たみ／≠乙樫盲平′じ・  

乞うう箱朽宰管千々麟J〔宗、l－7／ぎう阜2～3日ノ 気象L⊥デー舞痢／ソ¢ンヂ影軋新星  
亀線輪碑ノ地上碑管姑愛ツ／新府哲雄孝離腔ゴ孝の学務′ニよっ′才e上みう上皇た芝3之啓  

紬両烏牒・筍呼カ＼つ産合畠ラ′ニ行った．与巧緻昭と得ちれた揮貴巧㌦絹ど匪管すさ。  

〈Å）手写青笹虚像鮒碑：凛換言・よか■地上・茶席若気珂号－ニよソ定礎弟た考象奄、ニんと啓膏  

－l－－－ － ∴    － ご   ．ユ．・ ミ。．二・：：．・・‥  ．・・・．．．・・  

、 －・ ・・・、・・  －    ：－ノ ー・ 丁  ；二・・ ・‥ご・．・  ▲・い－こ  

句）盲酎lノア考信愛戒喝ノ稲造／璃長考i碑イた。（遜）ソ′′ンデ長里～タブ：気象ブlンヂ（  

R5∬－雛府）に嗜虎易躇賢ゾーン〒グ／ステ乙′才愛中力〆ヲ／L－デー有如硬膏取灯†  

て轟亀し／白如蓬錘年譜変身ーこエソ粥菅牽埼の気象傍竜（去三晶′浸透／凧句廷）盲ギ  

め3t芝に雪′拝島／骨呂の和好ノ 六書7巧ぞ2道号琴き珂へへた。ソ′・ンヂか雪確高度以上  

・一    －・・  ●・・．・ ・－ － ・● ニ、－・・．  こい、－ニ・  

好E工展ふ－ヅンデ通路普選により士∂．タ㌢均 の乾珂乙′・藷了‡n書巻雅之でr空言のてヂ／患  

い卑て－・登里・句牧Lえた。（思）綾上碍膏紗ダリ：池上で′ 拷膏花應／樗骨豪′務普花  

鳥形′盤鹿骨季／卵？大き丁′諸子速度／本草雄花写有壁や号／喜牒磯甥惜かL棚  

－・‘・・－ ‥．． ・    ．（●三こ、j －・  －・・．ニ ー、∴、：：．．●・．．、J■、・．1  

■ ニ  ー・：       －．・・、●・・ご     ● －・・： ・∴・ － Jト  

威ま．名指平野■確曹級別纏  
瓢ゴ亡夫稜法る守′点；膚卵白言仁碑督骨曹  

Oj新P葛督音．碕曹渾′孝養督承豪免責  
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碑啓啄のゾンデヒレーダ∫てよさ何時常到  

D 

遽あ免租鮎泰恵入叫鼻及ノ鳩枇摘知あ  

嘉頚五申 （光源温夫・引払産科学研鬼門）  

骨肉観いこよリ呼官僚の確瞳とそ巧綺伺衷化を如きユヒけ′啓火線きqt蒔ヤ鴻長  

を泉に悸骨の予報を行う上で存知rlめÅ。才硝骨侵の水干合  

さ，そ巧柿下血をふえ3ものヒレくせ阜でぁさ。そ句セめ象匂   
レーダて■求めまと  

を感験植に  ル
 オ
ノ
で
 
ン
草
 

た・見下に山れ・きで断れた密緩巧一都と弄すp Y“ンヂの席鞄はレーウィ  ソ
 
 

＼
／
 
 

屋
 
 

lこ抑ぇて留線晶ブンデ上官ヤかラ脚線｝の乞q鴻認容喝）コーナリフレ㌍  
郎。湖1針拍嵐、抑甘薙良 風軋に嫁しぞ愛甲カナヲでとちんた雷斤の教盈  

示寸・ゝb＼～Lあ昏ヒ隼をのどークlほ絹し√溜直 シヤーL図像レZいいと〆み  

とめう卜i。 ～q大泉Il卑内でIlnlこ広くノ雷魚下でIr㌦にムう4と鎧ど．僚友下r1－  

）象詔を叶うT輯か、－あi  HUMID汀Y（％  
0  100  

こと㌦オ⊥回て、みと′り  

れi。冷風嘩でげ、∴絡う  

れ巨習吋lこ明すさ’晩ク」ゞ  

C血くのものであり．  

竜泉絹ぺJ上ヒ〆可敗ゼ  

あも。ソ“yデ功楓t  

温路ぺ帥l〉繹工州  
句エコ⊥町孤qう了′レ  

デl＝也∧も巧とヒリ丸レ  

て命取、レたもqであ音。  
ー15  －10  
TEMPERATURE（CC）  

10  
snow‖如け（他．p町H3）  

0355－0（02 11FEB．1983   

ー20    －15  －10  
TEMPERATURE（OC）  
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右碑平野の一線ぞの降雪tニス・咋る降雪水音分布の鶴利  

○山田和泉・秋田森泉玖・戴熱麻ニ・遽縁ノ＼十〆・ノト林信一  

方角各種（比入・隠温研）   

Ⅰ．ほじゎに  

降雪叔棟ち明らト、ドし．御免督抽て予測すちでこわに作′どの茅うーよ降雪像ドらゞ  
のよ如して，ヒ≠叫の音の脅げ、他上lて為イレ′ どう分布有ろも、毛晒、こ鶴郎ろ  

てぃド、窒蚤であろ・現時泉で11・凍丁ざ、これら引引町二l‘摩抑て〝観測†ろ棒紬。け糾  

ってい†り、のでノ郎－′ ′碑オの簡嘗l二よる曙宮水篭の分布亀正成．こ御剣すろて℃巾、  

扁郎h戒博し†て．各†て′今後僻見電線りろとの各席的タよ崎級の〆ハでぁろ，石狩辛  

碍の曙香水尊命年の均徴′巧lこ，ビニlて堕電勺ヾ、最中しβ巧い小、屯射てオ作．  
‡．者鮎糾方玖℃観剣舞釆   

一簡脅の命布屯専守細・こ調べろ久めノ局時♀野lてわ他泉の奉免刺珂屯，矛1軌二見丸  

で市しTてよう‘こ紙置し－こ・卵7lく孝の触恥亨ノ確婿糎 

， 

ろ℃いう香う玖電探．1了て。   

一う叫tして，本年ユ貝甘一叩日ド馬蹄平野ち  

懲っーて款曹の分布モノ身1臥て′づ丁て7メデス  

データホ、ら単相る同時射や麻布七留ま回に言、  

す．矛1回灯らノ ての象雪1絹L惟什姓に集中耳  
ろ埠雪濠ヒ′ 二‘れより綿い巧れどん為鼻欄・らiL  

南朝へ》食中写ろ降雪隻句、らも†てらでれrこ℃希  
んろ：：℃ボ、でぞろ．園曙餌の了≠  スす一 夕lこ  イ

7
領
 
 
 

ょろ分布も軋ろ℃】分布句碑を  し
 
 

致
 
 

「
 
 

ノ
「
 
 

了
 
 

いろが＼峰雪フド隻■7了メブス亨、、一夕の方げ、′新  

雪属で利rrて像の釦ヌ薙玖t．ト丁く，てれ11了  
メデス浄水針句碑晩年吋ノ ㌢β芳希簸であろこと  

屯を味していろ．   

そーニアメデ、スの降フドデー？屯恥＼て椚2－♪3年冬期  

の簡割く巷・分布の荷徴屯珂ベーことてろ∫① 石狩竿野  

の商品ム把ド串iヾ駐車つ分布 ② 札怪魚㌦埠の商う  

山地に中にもんつ命布 ① 子輪中猟畢ド明晩ーり（ソ  

ド揉のヰ尺包もつ分布 ㊥ 東軍lニ平に屯之つ倉荷  

⑤ 比率あろいl＝L高野lて中に屯埼っ分布の泉ヰパ9  

－ンのある＜とがわ打っ rて。  
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火洛重商奇命布団く辛均束穏）lてついて  

増田久夫（農水水．雇名 水帯域球鴻 水落遷東鶉）  

最強q水落産林葦て・l才．呈杷′ 漣主上の問頑としてササ炸の確掛 合布と頒雪舟と  

の明確，まト 気ゑ親鳥の葡匂・うlて今宵妃卑¢トドマ、プ妙齢塩味把ド塔生す入鹿鵜為  

と環卑冴、暮雪死寺lてみうトろ東風尊克と■が皆とのげや、わりあし、の塚い瑚頑として法  

官さかていろ．その声め．頚骨lこ喝する棉徽ド閏lしがよゼうトていろが．こ小膏てド  

森林水澤々といtて虐浄刹岡やきろ才う何ものが付かっJ二lそこで■．争乱 上ド鼠ぺrて補  

間霧の叙事の「こめ′ 扇遁加キ間¢並内巧鎖骨賓淘邑i．こtこ．飼犬畠0斉命の，巧火舟渡  

積雪分布団き作顛しト¢でその内乳 作製経過′ 礪恕鼠考ドついて叡尊すA．   

か布団の咋毅卑ノ額  

1．本回し寸死海蓬田気息官署′ 洞泉茶気慶額刻殉．光威風感朝潮巧の昭和j7年～∫占  
年の各東棟胡ドおけろ長凍頼曹密雲痢ゑごとド暴言トキ均して碑㌻こヰ埼最希頚骨漁色  

占∂有卦のJ敗者団ドアロ、ブ卜し′ 尊徳繰回法Lてさ，て作句し「て頚骨各年団て・あろ．   

2．嚢料の統弟キ薮112∂キとし．者判年数が／∂キ以上の測凰で伯東刻キ救の末年辛  

夷＝重さ号の さ＼閏いト．畢測キ薮t7年成てのと ころて・・軋 照射的ド測珂ノ柿五トも七つ  

く絶ぇ植毛同いトが．塞冬鼠とのはま的鯛嫌寄で禰五留許な塊璃もあり′ ヤの寸う′J  

ところて・（専間切と〃樋を勧為し句がう．々の剰真の患キ子均植もみ秀絶として間し、rこ．  

合布団作尭lこ研いJこ刺ゑ薮は薔果現には3J7ゑと／い「こ．   

3．考檀凍功凍引きl葛内碑法ド4リ．線綿棒用頗専務2ロ伽ざ℃としrくが一 線周勿尤  

い部分tては頚骨務ID加二■●こ句碑閻線量入一戸．   

ヰ．各刺ふの頚骨暮椅子内患漁計晋漁のほ匂、lこ，観測魂絹守の最大胤 最ノJ、絶亀も  

尽 しト．   

5．分布図咋曳ド夜牒しrこ嚢射して次のこホリて・あろ，  

0患威風易旬報（別呵・月利涜斬佃）ー？‘2～19‘4  

0北海並の久感（日刊） 娼40～¢2年  

0観測舛乳窓卑覿  娼揖～J4年  

0火料速見塵貝報（日刊） 鴫‡S～∫も年  

0新徽・火薙連中気象 鰯J，年刊   

○改・打汲・火季冬温q気息  

沌爾キ到   

0易芳久廠10年磯（掲4トJO  

キ）   滝∫jキ司   

0（参考）死渇痘泉水気息略   

友 人ほ～紹ほ  

しIl・・l・・・＝ 1      50     I●○                  ■■  

）亡薙∵邁；積雪介布団（手招長塚）  
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低濃嶺蝋（ぴし村並）q虜雪取直り遜試乗衆憂こつぃそ物う萄  

0山岡 勝 小鉢恕′  費承知ヰ（づ礎鶉研）  

鼻歌五や（光姐尊低遵奉悸廊気前）  

1．まえ灯、曳 誉眉努ま激届雪像敷布発婦  
長モ考えちれてひた逓型義雪と繋なク，爪  

身気凱亘緩紳1こよって気品ダブラス倒で、  

も浸食が水廃す∋す組粧ガ句∂ガどうガ密  

翠的に腐洛すさこレも武みZ折ク，韓卑の突  

療籍果lてつぃてノ譲乳Jて額壊してい∋。今冬  
む申年とて比べ含水牽の高山もりも歩フて腐  

食亀し文句ごこ鳩寛を教鳴す孟。  

し“う爺寒乙、あフた。ノ今年の蜃壌！a、軸iて  

としぺ令うく奉りあ小安験と君）た穴のし軸lよ  

よへタスり令ろく郵、全体的に、鳥雪内郎丘水鏡  

官員のtこ弟伺かゃかク、木方か弾惇ド多い項  

寧眈よしうとほ過度がノーこ，仇∫○乙で、い桐戸  

温水殖しなくノ釦く孝も温度ガ色句の′東嶺鶴  

ぎを－遵車姑した。議た、食唆〟0．イモ乳5れ∂  

軌こ温度とP・ざ○レ下げきた、けご・届雪内書声温  

棄食Jこ珂“た  虜ダ′もlて櫓下した。  

生息叙 これSの奔壌で堰痍ダブラス脚ご  

も温習如く緯するLし、勧風塵購轟醸  
しlてくく㌔さ頑如あ3こし研一オフた。為昏浄乎り■水初  

物考浮輪硬責1は朋友の）鳩で爾。倒如人エ  

珂詞恋霞，アンプlレ亀取は嘩与む伺じしつも  

頒聞し、北大倦慮研り璃褒鹿追憂色紬計して  

釆壌した。呈六合水草は柳刃谷ガノ追尾iJア  

スてン衆過度】電車亀倉そ必定し汽。東嶺ル  

各の各咋は孝一及iて孟L句てい∋。  

蔓L蟹細軽率卑札浸食か必山師喝  
為蜃現職  
で、貿除．こ傍乙  

イ寸けながぶ実  

額してうヲく劇  

にしたヽ∧。  
4  10こ  貯  ら  ∂？へ4】  為  為   

∫  メOG  占占  ら  よス3  戸  局   

温厚がギことも＊施し、週計針鼠“瘍愈麿削  

頻は、過度ダクーふ0いこ下っ汽軍に氷結夕孟  

Z
 
 
 

O
 
 

J
Ⅳ
 
 

壌
 
 

、
口
早
ハ
 
 

エ  ラ  ヰ  
経過碑㈲  

2 
終義露 

∫ る  
12＝遠轟痘＝  

食味購・4  食壌両．E  
ひ‥‥河河内混食  

●－、◆t勧温凄  
か・・、暴食内や録  
小い潟体遽濾   

＋両㌦ウ「漣  
彗箋  

撃  
x10各  

く。L←－   

7  き ？ lO  t ユ 3 
祭息雇砲る  

l Z  8  ヰ  

強風廃喝  
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令把ヒ谷づじの敬如ヰ印の比軟  

海中夕貴与・蘇原頚一年（北大1琴書り、ト林大ニ（北大伯笈研ノ   

聯・叶えの放射冷評頑象け．控形lくざって￥り  

あうわれかたか・ぞ含ざ－きZ－あき．   

蘭－1′ 周一ヱあ古か擾卜5け￥小首｝小ビゼ克  

し、鬼寸L・tノ 乎うけ診控あ冨か、凍い合すU－7■イ阜うれ  

た夜醐碑去ア時の気温の碕湖東イヒで・ある。樗＝て言ろ  
と．zつの倉乍L・・けいすれも郎邑り象符丁琴が日  

出きで廉くが，セ巨陛で－11計温の丁年l才ユ¢時節かう  
ゆろやかtく乃り．東和けあきつ嵐付しr才レ。こり  

台地の均彊変化け，あい符の上竜占ユ、∫仰の埼笹薮  

北≠倒㍑い写り 甘ク〟明恵の愚他気三菱甘食司し・・でt  

一げt臥下′告だで一一成であるが′ヱ封時の仲川有の  

丸亀耳養い倉で・一仏ヲ■亡′合把て・－／3・7■とでt．台だり  

オが但し、。手長，田沼から神崎詞書Z、・の鳩麦叩養  

い者訂ソ合壁のガが身魂て、・ある。   

三フの腔轡のだ上〟叩き才・の楚慮勾配をふ碕Z、・  

比穀Lたとこ多′ 合鍵Z叫、ナ■之ノん州ノえい者Z、・  

／2「∠カタhノ撲レ谷て・・ク．3モ／ル蜘Zいあった。台f塑之・・日  

婚直後の魚・丁さ塘好か日出 

官の私液格微か希鬼吉ブス雪し、ためと思ゎhる。  

玖上り糎K，倉破顔血ぞ・ゑ潮如ア時あ気建と風塵  

の時間変叱を沈毅したれZ・l合わ曾て郁巷了多。  
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Fig．1   
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Fig．2  
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凍死ドぉける把面叡尊脅判定瑚   

⊂〉  
丸母 線（虜森永見劣 林業哉破鏡 火海亀え堵う  

衷島紘失（ 弼）   

東面敵留蔓の剰ぇ窟ラえlてiき．①頚骨凝下々の母摩句減少8、上氷めみオ弦′ ◎家城蔓  

ドよろ音波′ ◎凌水落iてょろ方法の3通りがあろ。凝軋 バ、熟（之′3）は一 これう3  

通りのオ弦を朴ユ嘗ドぶレて顧刻し．光強敵尊号は．頒専務．気温との碑峰て▼袈永て  

ろが平均するとβよ椚仇〟で．3滴りのオ洩て大泉が′ざがっrミと黎著していろ．こ¢さう  

ド．兜面敬啓の覇溌は為曳ド速めうわてさていろが．象塊で・は∵匂く Lf奪（藩貴落液  

守と’色合め「こ腐植脅）¢あろ貝際の山姥の把鞄敵脅もこつし、てし富不Ⅵ弓付鼠む多い．この  

徽をl零．◎と③のガ戎と嘱し、†て承妃の東面敵曹骨の刻党イきdドついて述べろ．   

観潮死lさ，刹悌立野の婆及堵孝ヶ弘泉験．線内て、．シラカ γバ（細島g～廿仇．胸高  

盈施！2～4？cれ）邑主イ本こ し㌻こ濱・孝み桑．解凍であろ．原義は23子桝′ 傾斜i3火向折居で  

あろ．エ疲はXふ衣と野噸稽もぜ方式こし†こヱ8月。型で．その上l二L下僚が的∫伽施頒し  

てし、ろ‡ド L下埼ほ鼻水碁盤登吟ド裸麦しr。．顧剰頑琶軋 北竜敵尊号（竹ヤな）．頚骨  

孫．妃う盈．骨温．気温′ 上疲凍護琢，頚骨断面て・，商工蒐暮葛ふ白10噂．その相iji乳l  

蘭芽呈虜利発しrこ1声色忽敵奇骨し専．∴J仰ズ′ぐれ 琢Jヰ‡倒州巧ステンレス顧凄水落て・まう2  

凱a導水膏を経て、土や瑠零しr凋勿ヰの∬ごりタンクい則東レた・  

親潮終発こ斉藤‥i？g3キl甘中骨与て・。頚骨嫁がi∂鉢玖てて・l吉光面敵曹l零起こ う旬8、  

っ√こ．しQ、し，頚骨襟が如抄）Å上と′い「こZ司之3日勺・う3竃？8きて▲はaさ7～玖i／舛カ  

（子均ク．4占押イオ）勾東面敦曹が凝刺～ト「。。この指寒軋 彼未の櫓と九泉が付いt洛  

わトろ。土塊痩紹凍l葛．†頁2β日（頚骨攣3ぐれ 8凝路気温－12．1及）．2月14日し同  

じく4？恥、－ノミ、7慮）も含めて額測嚢間中．L Fノ笥きて・て・それ玖琢の只稽il複名し吋巧、  

っ「こ．き声．L戸母の凍鴇やi富死命級脅l甘敵こ う付8、った．3掲1甘と7Ⅵ¢死過と  

曹造り、うだ海蝕脅ド姥われrて密号を容奪すろ乙．そかそ・トβ．J4鞭〟．♂・‘4′腑／〆て，ほ  

ぼ▲夜jく思iて音ろタ巴砲鰍奇骨こ一攻した。   rざお．頚骨功教接骨孝l笥如泉うし‡）lて  

Jっ た。   

東尾布が～，正大移過剰尊ふ守東西jト忽繁子旨鼠廠、こ有益々ノ最古も．寺rて顧剰ドは，当  

え魂薦本草．腐心礪、橋両液匂ド多大付物カi傾いrこ，薄く思潮すろ．   

（り如鼻息う：橡過料孝婚姻鬼，J8，，／～／ク2 ．／タ7∫（2）心象蟹滝‥極温  

∂9．／クト′クざ′ ′タβ∂（g凋：櫓浅科尊ノ晦稽鹿．みi．卵～／ク7，′デ牙2  

Cm  
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石狩平野乙すく高産道路のバ、ぷモ対策▲こ「りて  

中 田 租借（8本道払乙団札悦建設局 扱碗帝 玖僻裸）  

石狩平野モ横町す5遺失自動車鼻札慎一畠見ミ咽で．私刑l。殉剋  
の予想王れうふぶ王，弛んうて王に喝して瀾都外～印可良ぎで月見沢市下鳥丈l沈即伸江別  

丸竹血て●最災禍且と契渡し発生状風ヒその対策lこつl、て取りきとわ中であり．ての瓶争乙  

粗管す5。  

ノき、ぶも 柁バ、ノブ：王の発生汎況  朋R乱視程軒の自動観測  
lこより碍E純真の＝別ヒして長一1．匠巨1の命類ぐ一視禎別  ハ09 － ン  

別1こふぶきの発生時簡モ義一Zのように竪湿した。  

ゼれうの縞果…－た事・i以下のと冨、ソであさ・  

①パターンA，Bの発生頻夜は仝呵闇ハワ～l旨％，  

大根頒以上仇乾生頻度は1、4～4¢で弔う．①思札  

馴q乾生鞠夜lこ鼻l‡軋ら九巨り。⑰  

継穐呵闇ではlハ09－ンAIJヨー4埠闇  

までの乾生頻度ガ、急く、げアーシB  

て、1さ扱養育偵向は奄り．㊥Jり－ン  

∧1りじ西方向．げターンBでl言1L東  

才向げ主恩＿向で祈あ．  

乱那1・椚－1別Jl、′さ： 

陀雪林．Pオ曹柵  3、  凪一之■こ示す性急じ防雪林風五一碍t級置し、芝の効果り  

息、－も褐札碍雪阜鳳最低瀬干草巨より納豆しに。凪づ、4碩策工別。ふノさこ三崎憶の几  

敏t示し、圧トFはその続果モ′5、ぶモ時間久低減と＝つ点ガり辞価したもので祈各。  
粛乱鱒果よ川げっに専l言切下のと慕、りで、あう。①蹄雪林は縫合白勺細雪効果に徹れて、－  

う。①鑑上下1こ投畳すう防雪柿再のり見り敵す凝視程韓電lこ効  

果的であリl本線牌雪の点でも有利て小ある。①本線上の軋風位滴。  

点すう禰あう∩よリ4mの珊のオが十命阿呆白つ禰。  
㊥空篠平20サムと子細の息、）は顕著で号かに．  

防雪吋帯＝て①困把痩浄  
に立入扮止珊乙束ねた防雪柵乙簸畳すう．  

①冊屯倉祐のあう区牒lこ・つ、lては吋釆  
互菊冊して防雪林の苗木吉  

祖．えき耳の方向で権軒モ垂＿  

わて、）5。   

最轍に本緬諷とイ〒うにあ  

たり御指導と疑ちつE北海嵐  

大骨釘取扱、l，林大二丸生，1L  

海鼠閤乳厩工木親鮒里長竹内  

政えれ、朝飯点本敬鳥丸にlじ  
明細患乙表すさものです。  

凪－3 ㌻Iヰ工  別れ」！、一iこ王曙隠  （隠町田油・島一三又）  

鮎．笠，．5鮎凪」2 之 
冒れ え∂％  

凪－ヰ 習第工粥′】‥iこt叫肌用和田珊．江別）   

ー42－  



豹留番立村乳にフいて・し乱）  

し魚水藤熱∧本乙碩斜7タ“70，－り効果）   

，）一風船・一  山蠣 掛 ネ味 和幸（光源盈亀㌦膵）ネ如符節乳即   

位熟す1や冬凝鱒やや乳鹿屋愕下に凰机ていき盈風食乳賓亀軒に机、  】、なLが竺  

て隻希晩碑与畢に静電が礁盈し設砲磯穆及が俵啓琶後に痴態も衆持していi．乳汁宰誘、  

いて亀・めていも静電餅止乳び、姓度盛のうう、今冬、噴射アブ、ブタ一語式ドフいて、噴射7  

ダプアー鼻面lこ礫7ト性巧性肇も前たもたものと、泉南lこ郁夫、螢終体を敵う付けた了夕“フ。  

ターLのとし鮫鍵郷里牽施したので吸着てi9融だ認賢終り強敵各嵐l言浄句会登を敵折モ  

dゝ！こ′ダ箪な賂壕でlさなく、1みルギー鶴屋が烙くし生付海亀l三ダ像の水嶺も嵐も霊せ  

i温顔内藤置て一騎肇む動線落下の引き食Lしてl言ね分な容侵しなフてし、ふ。号の乍め．ニ  

Lま吋為砲ガ斜は礫水性で付為タの－トミな私のが′遭蚤Lな主ダニ今風当家簸でt盲フッ蚤樹  
飽（テフロン〕乞周いた。  

Z、象療感象 象】しこ丸聴に訝ul  泉巨l  鼠トZ  

衷施した砲戒螢容体も招いた橡斜了  

ダフ。クー勿寛簸桝を木耳。発熱敏為久l川  

ゝ塩（きねⅦ）でl怠亀鑑親電及㌦、人工訝萄1¢  

の渇令で彰漁舟噛で落下笹二埋劫東急 －¢  

施策乙筏フた。潔稗塵も得良した愛 8  
ゲル終に殺鼠した峰斜てダ、ァダーり －¢  

沈毅鰭温も泉2に未了。外気温ダ、プ”  

ラス領域に訝汀も衷藤（泉療〟＝～  

j）で、収7、ソ餐噺囁  

の衝捜に計り南風l二  

＼ ■∴こ．・‥二、・、  

外乳温かマイナス領  

或憾照裾嗅）では村為  

義が凍為してし、もた  

め、如終落下咋財碑牒  

計な咋湖凝句盈■んだ  

瀦■肇廿は密教亀及が  

患い名勘が荷車1で孝  

一、－ご・∴ ニ．i、、  

い教壇賭は粥燭．な息  

いは乳ら損なし＼鯖農  

L筏り た。  

3、兇象 今相和象  

象－21噴射7け㌢一L料ば食談体中効果杖薮 周知キ）  

衰ゐ疾患箆棒hげ噴射仰フート敷か壬スノあ劇庵（千7りン）膿乳  
泉あ戎塔変格鼻び鴎射イタ■7・巨風向針あ（品＝占銅－－  ・・r こ．  －－ ∴・－  

；、∴・ゝ・・・・・・－  、 ∴・・－  ・・さ・・∴十・ い、1・こ∴I．  

減数をも感けしい＼モ 
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ほ15、く型常緑樹の生態につl）て  

斎藤新一郎（北海足立水煮試験場）   

北海逆上こ自生すぅ．ほふく型常席尉にJま′次のような去のがあつます．   

針貴瀞（裸子箱物）ハイイヌがず（イヌがヤ料）ハイマツ（マツ斜）リン  
ソビャタンン檜ハイネズ’★ ミヤマビャタンノ（＝す・叱毛ヒノキ斜）   

を常酎（被子痘物）チョウノスケソウ（パーラ斜）ツ／レンキミ†（ミカン科）  

エゾユズリハ♯（トゥデイグサ斜）フッモソウ￥（ッケ御）ガン⊃ウラノ（打  

ンコウラ1料）ァカミノイヌツゲイヌツゲサッ′レツゲ升ヒメ已ナキ（モチノ  

キ斜）ヒメアオキ蒼（ミズモ斜）イソツツジ  ハクナンシャクナデ モパサ  

ンヤクナゲ ヤす、 ヒメシキクナ〆シラタマノキ★コケモ已★ッ心⊃  

ケモモ声（ツツジ料）ヤプコウジ￥（ヤフりコウジ斜） ッ′レアリドオンてアヵネ  

斜）く米印は．タ肉具ぇ「けう＞   

これうの小型木應烏′ほぼ井乱してみられ葛生唐一生法牙多鹿島含む－′ニは′次  

のような去のがあります．  

1）母腫や同展甘＝し尉科の木本よ＝、型であっ′より北かこか布する傾向があうP  

2）争督地オ化生育すう傾向があワァ傍題∴保温びどの刺雪kより勉冬すうプ）′彰  
力 泳床型の毛のが多く？耐陰性k富み′ しかも上木の落費中の春と軟化光左利用す   

うとみられうP  

わ」計数有数よクも′動解散不整のク肉果五つけうものがクくヲー｝ずれの果皮も鮮明  

な色レ熟し′落葉性のタ肉栗木本と且L）P歓k顔し′冬は循雪下匡かて落果し掌   

＝で′ 翌春kも悲チ散布宜行ラ．   

上述の井温点ヵ、うみてノ次のよぅな仮説か1考ぇられう．  

常緑樹が′落葉性左獲得L酌）ままで′島康彦地オにまで選出すうた机′よノ低温  

と乾燥£避けうため  左選が′雪普左ほ・了、く旦化して軽減しノ湿礪座林凍ヒ  

生育して光の  鼓木化し   順オ式互変えノ風散布k期待しにく＝からタ肉東芝  

rlナて動物散布づれちようになった．っより′ほ′J、く型常緑軌ま′落葉性  
冷温帯の泉傭条碑下化′ よく適応度イとし左右のと着えうれう  ま富オ＼，  

、1）放射義教／9卯‥虐物の越冬．鬼紗，彰片言虎  

カ 斎藤新一郎′′7宛‥宙木育成からみた御大櫨チの運搬者ヒしての鳥類の役割たっ   

l）て．風虔：〟～如．  

カ ー ，げ∂／：乾燥への適応と夕空地の樹木の生活形．雪氷銀子痛某′む強ご丸  

め － 朋2‥蕗寮長貴尉の休眠芽の薪鱗と寒さ・乾燥との対かこつl）て．雪氷   

′   北丈猿子鹿集，彪ヱ：1．  
カ ーノス70ソング・エフ工メヲ′し一泰の光芝刈用すろもの．科学と失敬選   

（グノ：／2～／7．  

∂ － ′′7βヱ：は射〉かだ・まつぶ士・北海道鵜務部報く林〉，避：≠′～舛．  
7）四寺井綱英ノ′97／‥頒雪と劇大の生濾形．雪氷ノ忍‥毀～玖  
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ハイマリの氷河期への適応、について  

斎藤好㌦絆〔北海道放線嘗試験場）  

ハイマツの少額′生態，形鯨留どの繚色はノ渚丈殊にようとノ 次のよぅであう。  

1）分類 てツ斜 マ、ソ属 ブヨウマツ藍属 センプラマツ帝 モンプラマツ盟節  

りか布 北海逢′本州中部以北′ヰ烏′カムチャ暮シカノ東ンペリアの高山帯′患家琴   

わ生育し′御本限界線より上帝甚大き掌群落えっ〈う〔ノ＼イマツ学）。  

5）生嘉型 常線捜の射落射でありノ ほかく聖像禾であう．森吉ユ～5勒托官ク′ 夕幹   

撃で′伏条星野互すう．  

め薇テ散布 聞及かう成爵きで2生息細五度し′尋泉煉放かう鮮血ヤすく′謁Lて£   

健勝が間ヵ、ずノ繹チば大きめで′常習であり′、鳥類■小城乳類の後置貯蔵仏ん  

放 

労粟一 

あり∫虔高山ずkもしばレぎみられうク  

£）家乾者の晩稲管下で巌冬し，約定あば藤雪諜や疏の発さと間藤すう。   

これらに筆者の観察五和とて斉藤すうと′ハイマツの生態・形磨は次のようふなる。  

ハイマソは′㌔ンプラマツ愛野のラうで叢もあ山勘フL北かごか卑し′低木・ほふ  

く型乙留＞て刹雪の蕊左党出し′厳Ll漉温鱒オk生育できうようk零ったヲ＠横倉  

更財kよっ′ 更生kよらヂた′激白～教子年間生きられう。＠マツ属の符薇であうカ■；  

え年率果の£めノ短か＝生長耕しか掌l）鳥山で戊′藤子が定家できう。㊨獲チの無箸  

化・大型化れより′鋭敏布かう動物乾季（紆廣整数布′キ㈹クCん0γりへと進化したヲ  

⑳動物 とく比れシガラスれよフて′母凝摘草（5最∫¢げCe）かう温く簸れた場叶た凰ば  

れ′壇上官れ′凍他に泉生すうこ乙kょり′贋い）見傾条件ヤ生者溶争レ有利と馨う。  

ぱ′ 上野では伏定温計のみで′下坪では伴食・夏生の稗オ式で更新する  ⑥氷鶴がく  れ  

展穆よっ適お逢イヒが度んで‘）う．  ニ乙により′  

ば′ マツ虜の中ではノ倒紫樹の申で毛′最  ニうレた生哲・形態かうみて′ ハ木々ツ  

毛進化した礎でありノ とく比氷河期と潔く閑摩して進化（適応）してきた穆であう′  

という こ乙ができう．  

J）前払粁一紙   

：Fo．  

乞燥への適応とタ 曹兇  の度渚形．雪  

の藤子散布虜としての   2）－ ′／デβ2‥ノ   ／ 刀、、ラスの行動  に‾フと）て  、ソ  ＼ニ  

．員妹北東鏡集′忍：／タタ～／タ7．  

3）－ ノ／9βj‥勧軌こよ5礎 たすヨウ亡ンブヨウとノ＼イマツ．北方   

株紫′澄作）‥仲7～／丸  
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あ行車輌による頚骨簡面りフラ7プル双九，七っいて   

能町 絶姐（北大工孝却），茶瓶 修｛（温顔土人）  
軍畑手数姐（地久工学わ），眉 線尤（皇葡工人）   

はず㌧い碑週雪q簡、李朝東風q頻繁な交叉息の倒東あにえ。仇～′∂仇，凋針鼠モ  
射る頒晋凹凸がと畔く臥一面tて生じ1ニツ＼こq認庖が捕え吟ヒ費・こ菅飢虹  

凸に史1Lじ、軍鹿碩水も形或サをこしはし・よ、しl乳経激す与しこうく・ある？こ句碑  
qラニダA凹軋ま車輌え見にとっく剖乞詔ユトゝル、もトLq瀦面色食事鞠が為如  

舶すをこしも◆り姥島わヶぐ・ゝq場合、鰯栗舶診巧者4婚敵〆での上うに軍  
畑1ト盲∂、し諷比薗qセ雪な裸座しメLミニしがそ乏う。   

出現すろ簡面凹凸は全く同じも机謀鮒に生じなし）のてい、紘嘉†的は母ヒ弟⊥ゝ、れも  

外その佗触史判によって妄∑ぐトもこ℃にりも・矛丈ぐは、こq凹凸も地し  

鮒も一かえモ．   

図一【に．瀦奉．坑木楓勧凹凸桝『現場享保乞ょこていも．  

図－†、滞面り宕税別巴凸叫  
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l） B、B、M仙仙丹てにされば・池野qノヾり一久ペ7トレ胤ニス武て－与i」∴れべ  
凹凸動線長．  

ニt凰臥丁人L各条鼠］‾ウ  N＝＝   （り  

思針鼠   

ここぐ モ）もフラグダル）え九ヒ料裁ダる。  

紺、乞q斤規則凹凸りヾワノスペフールざ（与）し吉男嶺的lく  

Sq）広子 
か7  

し三）  

しチとゞ紅る．  

今8剰＆亡七頚骨瀞面本線則凹凸のスヘ07トレは1頚－1ノ2にい巨£う 

9＝ト⊆ qフラ7プル堵かこあく、臥臥Hふ色㌶）が皇族す呑ス、。クいレ  

2戸j吋  
／ ・  

岬 
し引  

潮ず5…見∫ 鱒／等  

いニカTパ、瀦砲柏鮎、）笑式ぐ感官路面q芥規則凹凸か・ネされきこtカ、一・ホがっ㌍。  

し十†鋸刃）紙PいPl幻）  

多選大観i）・B・81江れ最も読ミ亘M止掛声叫‰止′毎払ノ抑（緑勅′年中や′  

． 

． 

l【H111什p叩  い・I・t  糾 爪U汁01  S7・3・】3  

．0  】  ．8   2  ．0   ユ  ．0  」l  ．O   S  ．0   ＄．0  1   ．0   8  ．8   9  ．0  18   

珂一之・軋轢紙が灘紬如拙ヾワー㍍7ト峰′針3、瑠厳秘り執塵界勒あ抽ノヾワーえへ。外晩  

－47－   



確型曹による屋上薄雪の風河手験   

その3 軒高が尾上薄雪に及ぼす部署  

。苫米地 司・遠藤  明え（化海鼠上告大学）  

Iはじめに 蒐工夫小型勅妹専用風対  

象者（努親・村上式）による屋上残雪模型  

東食から縁ら机た、軒高が屋上凍宮澤に及  
ぼす萄単につりて離する。   

ユ 実験オ去（り泉尾凄型 バルサ凍で  

製作、家屋の拓。大を日並に、痘3仇、奥  
行ら吼邑基本型とし、屋夜形状を水平屋板、  
かまぼこ星夜の2鹿頼ヒした。甘お、かま  

ぼこ屋根の恩赦こう配は、既危の切妻屋根  

の実験て嶺曹の最も多し－jg● とした。¢）風  
速 風洞内周謹」．0雇（蔵本式による自然風  

速換軌跡柑頭上bo髄（g2承）のヱ慮博と  

した．甘お、凍雪の刺東方ま、頼もり係数  
の求め青ば、前額そのユリヒ同じて“ある．   

3 乗艇果 理＝に風洞内鴫lガの  
かまぽこ見板の最上席曹漂および阜宋線周  

を示す．圏のようlこ、軒あ仇S、は仇でば地  

上と最上嶺曾噛すろ．しかし、j拝島ま0  

仇に甘るとこの現象ばみら小甘しl。尾瀬あ  

の薄雪深は、軒高嶋．トど仇て“は、風下よっ  
風上の凍雪が今tl。しかし、．軒あ弛肌Jこ官  

ると嵐のノ鴫向と甘る。   

次に、屋上嶺雪渓を頑もり係数て比較  

賎討寸ろと偲2のように甘る．車高0・L  
膵抑て■1ま、いず机の風速においてもト0以  

上と富り、地上凍曹潔よりもゃく甘る．   

午 £かハニ 軒高が他心喀金（本東  

嶺て小はト鼓動以下）、地上頑官と尾上凍雪  

叶逮痩し、屋赦免の確曹埼玉助長する．  
さらに、凰根面の複号荷室の雌に曹の側  

圧や汝「降圧甘ビも十命に眉点し甘・丁車ば  

甘ら甘い。 注l）穂堅曹lこよ五色上様雪小I鞠  

l象駄；も乳、騒他．舶咤晒骨柄忠義えも阿東  
替ぇ食予稿亀  

も  
ゃ  
係  
数  

1．0  

515 30  60 515 300 

薗2 鴇と凍もり倫救の開イ泉  

60  

画lかまぼこ屋根の屋上嶺雪票£よひ一号栗橋凪（風河内風温lガの埠払）  
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確型膚主よる慶上席膏の風三間豪療  

セの隼 省線鼻輪や橘面遭替地の卑上頚骨七及ばす影脅  

○ 遠藤頭え・富来姥舅．（死産邁工常夫、号）  

はじ、裾二 透地産上の穆曾漆ば、称後巨衝  

き遮ろ逮如鳩在すち場合、孝の彩管宣諺  

けち。当照、背後媛勿と中庭麗、老のあさ  

・二‡子二 、．、－ミニ・、∴！∴■∴●ミ、、．・．ごt：…、．・  

遭勃の皆忽iご叔」丈盈幼があ脅域合ヒ、コの  

掌水溶．物夕†lあち威令f。つぎぎ劫てみた。  

牽繚方強 腰登場尺は宗。。競釦のフド垂俊  
雄者蜘まJ伽立左ウ省線の兼〕で蓬鋸ま轟占  

卸ヒ？蝕．前面痛は更rご9緑。奥行は瀦3  

伽。蘇峰抽の踵観は0、0．J、／、2．j、半価。コ  

乙の距轟緑川、さいfきとIl天と呑う。わで座離  

・▲・・い こ：・・こ：、、、－∴ ‥ィ∵．し．こ・．；  

∫伽兄上‘ニを舌ヒ、背後の虔物の彰馨が  

を〈号り、7k亘俊戒定紘削本の壌令ヒ間  

・ ・．．・ミ・ニー●－、．・こ：．．、  

2）掛温の薇弱の酎条け、針鼠が♂・∫穿  

では頗官戎、緒↓暮j縁戚臭iニえでみ号せ11、  
風連崩i笈、2考では．．靡艶が∂．J加次下  

の塊飢富穆密謀が多く、l如き超えをセ  

攻寄iニケ普く啓り、蔵戒でiブ3  官
省
 
 

t
y
し
 
 

掬
 
う
 
 

の、を求道如才、轟9旬・コの一字内梅軒∫軋超え、コの掌メズでけ∫叫茎額え  

画質鳴ぁり伽¢前面痘幼ヒの死軌き上磯の  

路タ＼J加＝ク加盲加えた。約淵ね風波J才「  

孝の3宛キ．き罰頑、β．∫％、】貰．2考ヒLた。  

安藤結髪 捌ズ遺物の風速暮％の瑞合の膚  

もり芽ぐ一度＝～こ頁レた．茅た穆↓り嫁厳  

前面産物との炭酸の軌条ち風浪別に炉2Jご  

斉した。（コの官北の凱才、紙癌上垣暗し  

た。）この尊顔怒髪亀妥約寸診ヒ、凌のよ  

う にき ち．  

り 前面の7K事象戚の膠魯凱才、背繚遅効  

緑の影響榛犀に勅尊く呑を。  

う）叔」長の占軸轟とア伽あとの盈蕗は屠  

ゞ弟を掛った。  

≠）な訂、背綾達観尾上の穆雪濠榛、7K  

事象細単体の屋上の希有求賂と研一ど、  

硫盈ポ小丁レi諺t“碩斗り、風凰が穴ぎレ  

禁ビ言孟三警叡うカで、 
h造紅潮す各㍗をだ                ♪ 

． 硫遭の確鏑匡よ葛  

軌i背後鎗物ポ薇斌の薇もリ5果さ、卑寒食盈（思牽′l髄の均食う   

鼻息牲多グレか冤に肌をい。   

産り 穆もり棟数好．て礼  

lこよ り事め指値，   

壕碓頗もり＝蓬墜鮒   
棟数（R） 鱒土管良叔Lの  

頗iり；像モ  

積
も
少
係
数
 
 
 

0  20   40（mIn）  

抱ヱ薇もり係数と凍し沙熱線   
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光学機器による大型ドーム上積雪探の観測  

一案駒内屋内スケー．ト競技場について（1982－1985卜  

○桜井 修次目ヒ海酬 城 攻qヒ海道大朝柴田 拓二目ヒ海道大朝   

夕雪把如こ座っ大型ドームえ毅劇する上そ・、雪荷膏の和音等分布ーく村す鋸検討か叫  

愛で・弟診が、突在ドーム上の頗曹比蘭す∂碑査薇貴けほとんど見きら存レ、。風教臥さ  

、膿拗の席上應雪の級別例ご・あ写が、基礎の線賓が歯舞存のご建物から盤れ養他  

卦く敢乳悼、え診ナ苑や殊器羞恥、て屋上属官深の紋別准定え執みたもので・岳∂。  

q夏物匪星鹿屋卸す虐経カ5仇の何形療授虜で・、眉巌ドーム′ず平面が／2角形で・み叔  

のヲ角形平泉からな香草面体ご∫腐る（囲イ）。虐機は欽屑屋立郎トラス、屋及面  

のノ土上ザ∫字鉄板（虜〃・∫仰九）鮨ソ∂P塗りご虜苓。局線面の勾配、産後の勾配、軒島  

、風級長高島三愛牒＝、ZJく京す。  
馳 冬季の婚風オ廟k対L  
ほIヂ鹿角オ向／く仕度レ、屑磨拗の申  

祀グら／7省．∫仇敵水毛イ＼常夜虐上（  

艶剰ぇあごけドーム占⊥十／22∂州）  

の一定点皇政利点どL屯（周り。  

観灘息から見ぇる眉楓の■スカイライ  

ユノす囲うの才うになク、屈Jの破線  

申分Jご相身す診。屋上頚骨讃地J射場  

＝ゼ（土加∂ざイ彿鎚）ガら粟のた〔ゼ  針 鼠紙状吼虐舶軋鋭鋸・こ射定点との柵細  

け観測点かう屋上愛息芽ごの水平距赦、免・島け顔列藩  

ガら点上泉、たk付すろ席蓼碕・無官埼の仰角）。使用徴  

掛才光波剣舞儀（p払竹ね製髄ごβ占紋ゎ  
れれ）、ゼオドラ／ト（ニコン〟丁2親善プ♂訝フそ・∴絡合  

的匡席上膚骨潔の計刹顔鼻は刀桝れ呆頚とねってい考。  

○軒剰綺星 今片瀬ヲ回の観刹綺鼻息泉1Jく元すク屋上  

平均虜啓発／こ対する倉見点の虜啓発の比（以後‡ら′と妨す  

〕け、浄雪のグ青かっ克／月2ケβK風上倒a52～久β8、  

風下側a占皐～2．軋屈礁の2月／？飢＜風上例加占～a≠β  

β2 南側新面倒  

（フ  

厨ヲ 鋭利息から邑まる月膿形状  

、廊下側a25～2．ア2  

で・あった。大雪時の  
I1 2月；洛日の上Lは、風  

上イ則aワ∂■～q98‥風  

下側仇弘ルル／と一読  

っそ。な肇、、今後、  
風患、外気温、留迫  

、居放の岬椅植え  

脚之て顔j則之経線す  

巧守定であ尋・。 

衣1計測絹泉  
風上イ則（JL面イ則）  ノ軋下イ則（南東イ則）  

乎均    A  β  C  P  王  占′  〆】c′   β′  A′   

； 

一・；・  5  7ん  占．5  j．／  ∫．タ  フ．7  ／β．／  ／♂．9  ∫．4  ／ア2  ／2．ん  β．み   上L  β．ββl∂．77   ∂．ヲ7  0．∠∫  ＿包盟  ／．ぷ  ／．労  （ユ  ＿丘必  ′粛  乎痢   

2月ノ？β 甥莞、  H∫  j．占  4．占  ／．／  ∂．占  血ん  一諮．／  ノ食9  Z2  ／鼠0  〟．2  早島   上L  久男  α 
」娼  a／／    a  ．星空  ▲97  aフ5  ／．懲  ／・5∂  才夕守   

2何28β も上蔵書諜  

／0きC′れ   

H5：屋上頚骨釆（C仰）比：屋上≠現ゎ慮ぎ頚／確上平均届書見 地上席草深は血塊者歴気象台資料Jこ才る  
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－ －  －  

超書液によ5薄氷の椎簡につり＝て  

佐伯浩、小野釦守一ヲ爵弔発乳（火たエ噂斬）哀別偵灘紳捜鵜）   

（郎最蕊、北隆漆、細－ツ㍗有、劾痛打二分＝て点滴、方】’ス夜須の裸査‥躍動のため准造物  

か霹敦さ飢う率tニなって＝j㍉∴その額蕊嫡の飴紳こ凄フてl言、希氷の厚さ、幾度、弊位恕灸敢  

が与え5、衷削ぎ〉指、5、なし1が、親愛－ニ√謀‾、索ごぞ碓にみげ5試、額（乃盛離さカ、i、、費礫の穆前頭膚の  

滑胤き姦めて露恕なのが一乗躾であ3。漆節嚢ば務氷の後席ヒ藤村宏密破壊炭靡／こ㌔ソ筍ぎか／こ  

レようじす慧畏めの姦雄再ラみ’研究であう¢一報に、顎墾の幾夜．鹿骨孝愛野礫頑餅、観で触う方桑  

乙して虐・∫）静壊滅象軍！珂す写方議，2）習熟敬緯宜刹窮すき矛篭、う）英夜郵薇革を利鞘すき  

斉洩、ヰ）謬姥竣象翠博す嘗茅戎、㌻）反撥慮療を利用す言方遺筆か卯∫釈てttうか′、容研究で  

痩轟凄璃豪牒膵して轟氷の磯野畳藷Jペ発か  

●－－                    －       ●       －、■ ● －－、  

の閂乳静）を潜恵三疫の登綴喜乞受取手で我んで、謬蕗城の盛遜田奇聞．確認チ，登聴阜の琴圧を  

－             －  －  ●   －            －  

、－一一－－一  

嫡酵息礪裏声めであ嘗¢ 疫た。清春の像試輝ば、礪霧．普選． 塩分優、氷温を朔叙す吉ととかニ  

ー      ー            ー       ●        －     －     － －  －  

＝十鞄匡肇牒摘Hた透或掛老㌻牒一汗巨∴各科の愛稚牒雄  

と魯虔Ⅴの閻′倦怠訊Lた乞のこず－恭針が－、爽の増膵ヒヒを／二、  

ア濾／き、さく竃、さ▲率を示Lてもーて、これきま好書頚が・垂線により反射抑5）  

レてもー∋たあと摩わ蛮雲¢野－2浮、軍籍藤の軍穀の乾ヒたの  

閻魔ゑ恭し急患ので、遠方くの幾度乾クノけ要務牽、永鼠、象分蟄   

●一  

減免象毅dの間藤豪恭L芭号ので、9魔顛の決選、密食  

後傍恩の饗フた永で更」絶息曹フた観果て’′ぁ∋が＼w海鼠綺  

羅療8㌧！さ、凌避Ⅴヒ粛魚変貌dが・賽譲れば材、求め≦、節茅  

牟を試してL‡茅¢ 材料、 頑象紅尊受〆／ぎ衆鶉－で泉めた¢   

・∴・・．  ・  

叉：′釈試儀隆（L翫）  

30〔）0  

5  10‡く（○ん）15  

ろ000  

V  

（m／S）  

30（〕0  

（k。講  
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50  
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之0  

10  

園椚2  0一之8－－32a90－Q935β8－7黒  

番 －ん6－－52090－892 5プ0－699  

㌔。芸◎  
－ろ、0－一邑0087－q903⊥89－528  
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海氷と各種土木材料闇の凍着強度について  

（ヽ  

中澤直樹（／くシフイツクコソサルタンツ），小野敏行，酒井雅史，佐伯 浩（北大工学部）  

1はじめに  

＊冷地－の海鼠海洋★遺物，中でも脚，横町石油掘削用プラットフォーム ち  一丁＝5．0－5．5（てI  

β＝0＿865（9一印乃  

S＝5．▲0－12．02‘つ＿）  

豆0・2ト2・12呵たJ‘）  

■00．09  

（弓たml  
等の杭扶構造物忙海氷が療養している場合，水位の変動Kエり杭軸方向K水力が   

作用する。この様な氷力投潜水と構造物間の凛鳶力忙大きく影■される。本研究   

は海氷と各覆土木材料簡の凛着強度，更K 杭材料表面の租さと凛着強度の関係   

音調べたものである。  

2 ★義方法  

凍着強度の夷息は押抜き試験と引壊き試験Kユタ行なわれたが，本項ては押抜  

き試験の結果を示す。押抜き就♯の長所軋 試♯が≠単で多数の実欄が可能てあ   

る書と，海氷の強度忙大きな影■を与える氷温を完全鮒御できることである。  

尚，本実験はサロマ湖の海氷を用いて行った。  

3 水庫、氷濃、坑径の影書  

これtての爽♯Kエわ氷層の増机 氷温の低下と共K凍着強度も増加すること  

又．象次元杭径 花サ／句タr 〉 65 の頗填で凛着弾鹿が一定と走ることが明ら  

かと覆っている。以上の療着強度蕎性を敵えて，杭径〆一10瓜■，氷温 Tt  

－5・1－－8．2℃の集件で以後の実験を行った。  

4 各■杭材料と凛雷強よの開す（図－1）  

同一条件の墓で■ 材料の速いKユタ凛兼難度は大さく異なることがわかる。  

1980年K行なわれた同機の実験では材料の違いKエる凛着強度の贋序吼  

回－1と若干異をるものであれ．それぞれの凛着強よの値も囚－1の値と比較し   

て大きいものてあった。従って，材料が同一でも，杭表面の租さの違いにユタ凛  

着強度も違って乗るものと思われる。  

6 杭喪面の超さと託雷強度の開係（囲－2・一国－5）  

軸1モd ＼l七嘘  Sbd  紬亡 紬亡  
S由1  

因－1各材料と旬の関係  

d］   働  

MATERIAL   
h  入  R／貢   

STE巨L  0．027  0．2  0．135   

CONCRETE  NEW  0．035  0．A  0．0875  

COトJGR〔TE 0しD  

PAIHTEロ STEEL   

表－1各材料租さの諸元  

柵品芸㌔料マ転【  

001  0．02  0．00 汽（h【）0．鵬  

図－3 平均波高五と旬の関係  

て8‘  

精密表面粗さ計を用いて各種材料の表面形状及び平均波高（盲），平均波長 【唱和項  

（了），波形勾配（石／貫）の価を同一2及び真一1K＝示した。風一3、同一5  z  

⊥カ言及び盲／万 が大きくなればなる程．凛着弾度が大きく孜ることがわかる。  

ス．図－4エ♪貢が小さい程丁丑は大きくなる傾向を示し，古寺0．小付近で最大  
05  18 ■h．Ⅶ）】．5  

となるu囚－3一回－6Kよカ杭表面の材料粗さの諸元石・了・盲／iとT方  図－4平均波長Åと袖の関係  

との間忙は相関カミあることが明らかと孜った○  
－旦4  

今後は，上」広範囲な材科表面粗さと凛着強度の関係が明らか忙されをければを（輌  

らない。  

図－5  
波形勾配も丑と鴨の憫係  

0・05   0・10  OJ5   
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昭和57年度支部事業報告。会議報告。会計報告  

1．事業 報告  

1）研究発表会  昭和57年6月10日 （札幌布教育文化会館）  

発表件数14件 参加者 70名  

2）講 演 会 ①  昭和57年9月28日、10月6日 （札幌布教膏文化会館）  

主催：札幌布教育文化財団・札幌布教育委員会  

後援：日本雪氷学会北海道支部  

演題「南極におけると卜の適応能について」 蜂須賀弘久氏（京都教育大）  

「寒さと雪氷現象 一雪害について－」 秋口谷英次氏（北大低湿研）  

参加者（支部会員）25名および19名   

論 損 金 ②  昭和57年11月24日 （北大有年記念会館）  

演題「植物の耐凍牲と寒冷適応」  酒井  昭氏（北大低温研）  

映画 「樹海」  参加者 34名  

3）見  学  会  昭和57年11月15日  

見学施設  札幌管区気象台、石狩川開発建設部洪水予防システム  

参加者 21名 声  

4）雪と氷の観察会  昭和58年1月14日、15日、30日 （札幌市青少年科学館）  

主催：札幌市青少年科学蝕  

後援：日本雪氷学会北海道支部  参加者 129名  

5）地方談話会  昭和58年1月28日 （旭川市民文化会館）  

共催：旭川市  

テーマ 「雪と交通」  

演 題 「旭川の冬の気象」  原勝二氏（旭川地方気象台）  

「冬の交通審故の実態」  浅野正紀氏（旭川番察署）  

「奉はどうしたら滑らないか」 堀内 数氏（北海道工大）  

映 画 「冬と道」  参加者 200名  

ぎ野す   

え 会議 報告  

1）総 会   

2）第1回理・幹宴会   

3）幹事会   

4）第2回理・幹事会   

5）第3回理・幹事会  

昭和57年 6月10日（札幌布教青草化会館）  

昭和57年 6月10日（札幌市教育文化会館）  

昭和57年 7月 2日（北大低湿研）  

昭和57年12月17日（北大クラーク会館）  

昭和58年 4月28日（北大クラーク会館）  
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a 会計報告（昭和58年3月末現在）  

1）収 入 の 部  

費  目   予算飯   決算額   増滅差   備  考   

前 年 慶 繰 越 金  122，0 75  122，075   0  

本 部 交 付 金  490，000  490，000   0  

出 版 物 等 売 上   20，000   6，05 0  △13，95 0  

預  金  利  子   0   2，548   乙5 48  

合  計   632，の7 5  620．673  △11，40 2  

2）支 出 の 部  

目   項 目   予算額   決算額   増成差   備  考   

事 業 費  講 演 会   50，000   81，615  △31，615  2回（予定2回）  

研究発表会   50，000   39，010   10、990  1回（予定1回）  

地方談話会  150，000  1451440   4，560  l桓】（予定1回）  

機関誌発行′  150，000  101：070   48，930  第1号印刷費、郵送料  

見 学 会 0   3，000  △ 3，000  1回（予定0）  

′j＼   計  400，000  370，135   29，865  

会 議 餐  総  会   30，000   32，300  △ 乙300  

理・幹事会   70，000   61，613   
理・幹事会3回  

8，387   幹事会1回  
小  計  100，000   93，913   6，087  

事 務 費  通 信 費   30，000   20，180   9，820  

物 件 費   10，000   17，610  △ 7，610  支部用封筒作製  

人 件 費   30，000   0   30，000  

印 刷 費   10，000   0   10．000  

交 通 費   15，000   5，740   9，260  

小  計   95，000   43，530   51，470  

予 備 費  37，075   0   37，075  

次年度繰越  113，095  

総 合 計  632，075  620，673  

収 入 額  620，673 円  

支 出 飯  507，578 円  

113，q95 円 ……‥・ 次年鑑繰越  
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昭和58年度支部事業計画・会議計画・会計計画（案）   

1．事業計画（案）   

り 研究発表会 昭和58年6月9日（北大有年記念会館）   

2）機 関 誌 「北海道の雪氷」第2号発行…・・・… 昭和58年6月   

3〕講 演 会…… 1回   

4）地方談話会…… 1回  

え 会議計画（案）  

1）総   会 昭和58年6月9日（北大有年記念会館）   

2）理・幹事会……3～4回  

盈 会計計画（案）   

1）J次 入 の 部  

費 ′日   前年度予算  58年庶予算   

前年度繰越金 ′  122，075  113，095   

本部交付金  490，000  490，000   

出版物等売上   20，000   5，000   

合 計  632，0 75  ′60′8，0ジ9、5   

2）支 出 の 部  

費 目   項  目   5、8年慶予算   備   考   

事 業 費  講  演  会   40，000  1向  

研 究発表会   50，000  1 回  

地方談話会  180，000  

機関誌発行  120，000   

小  計   390，000  

会 議 費  総  会   30，0′00  1 回  

理・幹事会   70，000  3～4回  

小  計   100，000  

事 務 費  通信費  30，000  

物件費  10，000  

人件費  10，000  

印刷費  10．000  

交通費  20，0′00  

小  計   80，000  

予 備 費  38，095  

合  計   608，095  
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雪氷の研究彪6「雪氷の研究展望と文献目録  
（196針49781Jの販売のお知らせ   

本書は、わが国把お車て1969年～1978年に公表された雪氷忙関する約4，500篇の文献目録と  

27の研究分野別の総合解説を内容としています。著者ならび忙内容を以下陀紹介します。  

目  次   

序 文 黒 岩 大 助  

総説篇  

1．氷の物理・化学（福田明治・前野紀一）、2．雪の結晶・降雪現象（菊地勝弘）、3．横雪（秋田谷英次）、   

4．吹雪（石田完）、5．なだれ（清水弘）、6．水資源・融雪（小島賢治）、7測定器・測定法（木村忠志）、   

8．海氷■河川水・湖氷（小野延堆）、9．凍土（木下誠一）、10．氷河・雪渓（樋口敬二・渡辺興亜・上田   

豊）、11．極地雪氷（南極）（楠宏）、12．雪氷の地球化学〔加藤喜久雄）、13．細胞の凍結（大山佳邦）、  

14．植物の凍結・耐凍性及び農林作物の寒害（酒井昭）、15．凍土工学（木下誠一）、16．電力（坂本経書）、  

17．電気通信（鈴木道也）、18．土木・水中構造物（山岡郭り、19．道路・空港（井上元哉）、   

20．鉄道（篠島健二）、21．船舶（／J、野延雄）、22．都市計画・建築（篠田裕見）、23．農業（大沼匡之）、   

24．林業（石川政幸・若林隆三）、25．スキー・桟（対馬勝年）、26．登山（金坂一郎）、   

27生活科学（中村勉・東浦将夫）  

文献篇  文献暗号表  雪氷研究機開一覧  英文アブストラクト  

1～2ケに同じ  

ページ数 約400ページ  

定  価 販売価格（会 員）  4，200円（送料込）  

〟 （非会員）  5，000円（ 〝 ）   

購入方法  購入御希望の万は、日本雪氷学会北海道支部事務局はで料金をそえてお申し込み下さい。  

北海道支部事務局 〒060 

北海道大学低湿科学研究所内  

編 集 後 記   

本誌発行は年一回のため、昨年6月の研究発表会の講演要旨が一年おくれて今号に掲載される  

ことになってしまった。いささか時機を失した感もあり、発表者には申しわけなく患います。今  

年度は、会誌発行を研究発表会と時を合わせ、講演予稿集としても兼ねることにした0 したがっ  

て今号には、2年分の研究発表（計31窟）、講演会（3題）、地方談話会（3惑）の要旨が納  

められ、いかにも要旨集のような体裁になってしまった。機関誌としては、もう少しトピックス  

紹介やニュース、解説等があった方が望ましいと患うが、紙面の都合もあり、次号以下に期待し  

たい。   

ご多忙中、原稿執筆に心よく応じていただいた各位に感謝いたします。なお、今号の編集には．、  

堀口、水野、成瀬があたった（N）。  
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北海道の雪氷 席2  

昭和58年5月28日  印 刷  

昭和58年6月 9日 発 行  

莞◆票田車雪銀学会放蕩遊軍部  

札幌市北区北19条商8丁目  

北海道大学低混科学研究所内  

TⅢ一．01い711－2111  

内線5581・5583・別78   

印刷所 札幌市中央区北3集束6丁目  

興 亜 堂  
TE工一 23ト0引鋸ト．l   




